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唐代南方音の一様相

一一李善『文選』音注に反映せる江都字音について一一

大島正



唐代南方音の一様相

一一李善『文選』音注に反映せる江都字音について←ー

大

本論

1. はじめに

2. 資料について

3. 江都字音の様相

3.1 声類の混同例

資料表

島 正

3.2 韻類の適用例

3.3 声調の混同例(省略〉

4. 総括

5. おわりに

1 . 唐代の北方字音が『切韻』の体系をかなり簡略化した状態に在っ

たらしいことは，唐代秦音系韻書の反切を伝える菩;琳『一切経音義』

や，唐代に編まれた諸種の仏典経書についての音義類に見える音注など

に拠って推測されるところであるが，同時代の南方字音が果して如何な

る状態に在ったかに関しては，資料面の制約も手伝っていま尚不詳の点

が少なくなし、。しかしながら，唐代の南方字音の様相を知ることは，唐

代音と総括的に呼ばれる音系の実相とその演変史の研究をより肌理細か

いものとするためにも，また唐代を通じて字音の規範として在り続けた

と説かれる『切韻』の本質を多角的に考察する上でも肝要と思われる O

2. 唐代南方字音研究のための資料は，しかしながら，上でも些か触

れた様に極めて少なく，音韻体系を端的に反映する韻書の如きは皆無で

ある O 従って南方字音の全容を探ることは現段階では殆と、望めない。僅

かに，残された極く少数の断片的音注例に拠ってその一端を窺い知る以

外に方途はなし、。

この小論はその試みのーっとして，旧稿「史記索隠・正義音韻考」
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北大文学部紀要

55-3， 1972.に於て唐代音糸の実和解明のためのー資料と

して挙げた李喜多 f文選l音注の整理結果に基づき，そこに反映する南方

うとするものである。学善『文選』資主主〈以

呼ぶ〉は，注者手善が畿弁i江部〈江蘇魚、在蔀県〉の人であ

ること， ~ 手に謀る の

A. D. 658)九月j と記怒れていることから， 位置する江

の字育毛t反挟すると推察される る。従って，この音、逮

の懇親結果宅近間待代の北方字自衛の接持と対比するな ，農{-I;;闘方(江

:'$)字音の特色の一端は議い知れ様かと思う。

3. 上述の見地から李喜多音の一住の整理を試み，そこで明らかとなっ

状態さと北方学習の状態と対上とした結果，北方字7きには見えない

〈と畿格言い得る〕…部芦母及び韻慌の混高が李善幸きから符られた能に

は，両者間に星雲、著な相違の兇られないことが明らかとなった。

以下，李養音に見える諮問の具体例を戸霊祭・韻類毎に，北方字音には

えないものと北方字音にも見えるものとに大射して示す。尚，

翠i弓部は省、略L資料表に譲る。

3イ戸類

3・1・1 えない(と機略言L 夕日

3ィ・ 1・1 <<従》宇部》

徐刃まをs)>/在進《従)> cf. 愛護A'幾・ 8

《邪))/在韓宝従)) cf.資 f立A'深・吉

:ぜ、刃儲))/自高《従)> cf・資班A・談・ 9

詐皇室《従))/詳擦《惑)) cf.重苦 I立A'J議・ 5
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唐代南方音の一様相

付言すれば，この両母の混同は江東(建康〉地方の字音を反映する顧野王『玉篇』

(A. D. 543) にも見られ，顔之推『顔民家訓・音m~篇』でも江南の字音の特徴のー

っとして指摘されている。

3 . 1・1・2 舌頭音・舌上音，歯頭音・歯上音の混同

3・1・1・2・1 ((端)><(知》両母の混同

昧 医長救《知))/都選《端)) cf.資 I・流・ 5

琢竹角《知))/都角《端)) cf.資亙・江・ 2

断竹角《知))/丁角《端》 cf.資 E ・江・ 3

t甚知鵡《矢口))/丁鵡《端》 cf.資 illA・深・ I

!比丁含《端))/長含《知》 cf.資 I・戚・ 8

貯O 丁目《端))/知旅《知》 cf.資 illB ・遇・ 1

鶏O 丁滑《端))/砂滑《知》 cf.資 E ・山・ 11

3・1・1• 2・2 ((透)><(徹》両母の混同

超救育《徹))/土弔《透》 cf.資 N'数・ 5

起丑教《徹))/吐教《透》 cf.資 II.主主・ 1 

睦丑甚《徹))/湯錦《透》 cf.資 illA・深・ 2
A) 

悦吐彫《透))/勅明《徹》 cf.資 N ・主主・ 13

~Jjl~他典《透))/勅額《徹》 cf.資 N ・山・ 10

十典他典《透))/勅典《徹》 cf.資 N ・山・ 9

鴻他計《透))/勅計《徹》 cf.資 M ・蟹・ 12

$:他孟《透))/恥孟《徹》 cf.資 E ・梗・ 5

A)李善は同じ語(方言日{票悦疾也く巻5>)に他弔切《透》とも音

注しているO

3・1・1・2・3 ((定)><(澄》両母の混同

擢直角《澄))/達卓《定)) cf.資 E・江・ 4
A) 

賭徒感《定))/直感《澄)) cf.資 I.成・ 9

滞特計《定))/音滞《澄)) cf.資 illA・蟹・ 4
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O 
/痘錦((;後)> cf.資 I立A-重要・ 3

A)李替はi奇乙語 〈巻11)， く滋19)) に

徒感士刀《定》とも し砂亡し、るO

3ペ・ 1・2・4 <<従))((崇》持母の混同

選農 相累《従))/喜寿軌《崇)) cf.言寄 I立A -1と・ 73

{付雷すれば Jニ掲の虫日き月号瀦 f翼翼 F認知j の ø~ は『三五議室Jj， 慾苦言明『経;興事~J主j 今季 tこ

さ手く見える。

3・1・1・3 ((諮))((テ》両母の混持
A) 

痛柴美《子))/胡粉L<(限)) cf.資 1江A・.!I::‘ 77

鯖援勢《子>)/乎軌 cf.資 illA-ょと・ 78

永兵《予))/資襲{短))} cf.資豆・夜・ 33

戸孟{毘))/ラニ孟《子))} cf.淡 1I・梗・ 34

A)李養はi司じ諮(議韻語己湾護士修也く宅金5)) 

音設しているO

付設すれば，ここの潟湾の混同は fミ正案uでも見える。

3ペペ・ 4 ((子》古学》南母の混同

摂 ヨエ椋《予))/一℃殺をさ手)) cf.資 illA-JlJ・ 13

延 子線《ヨニ))/ーに戦相生)) cf‘資 illA.山・ 14

子線{子))/-t戦《羊)) cf.資直A・1ぉ・ 15

3ぺ・2 北方字音?こも見える混!湾側

3・1・2ぺ 全濁母と全溶。次清母の混同

3ぺ.2・1・1 ((並))((認》両母の混同

- 34 
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唐代南方音の一様相

市博蓋《書i去))/蒲蓋《並去》 cf.資 I ・2聾・ 3

{抜蒲援《並入))/方割《智入)ncf.資 I ・山・ 1
爆O 北角《封入))/蒲角《並入》 cf.資 E ・江・ l

3・1・2・1・2 <<並)><<務》両母の混同

{~朋扶iJj( <<並平))/疋iJJ(<<傍平))} cf.資 illA・曾・ 2

f拝符兵《並平))/普彰《傍平))} cf.資 E・梗・ 1

f卒符兵《並平))/芳耕《務平))} cf.資 E・梗・ 16

f叛薄牟《並去))/音剣《務去))} cf.資 I ・山・ 17
O 
〈泊傍各《並入))/匹各《静入))} cf.資 I ・宕・ 3

3・1・2・1・3 <<定)><<端》両母の混同

f敦都昆《端平))/徒見《定平日 cf.資 I・諜・ 3

3・1・2・1・4 <<定)><<透》両母の混同

投度侯《定平))/他豆《透去》 cf.資 I ・流・ 6

f廷特丁《定平))/他定《透去))} cf.資 N・梗・ 3

鵡O 杜奨《定平))/吐難《透平》 cf.資 N ・蟹・ 5

始土来《透平))/待来《定平》 cf.資 I ・蟹・ 1

跳土了《透上))/大鳥《定上》 cf.資 N ・放・ 6

鞘他合《透入))/音沓《定入》 cf.資 I・成・ 5

f汰O 他蓋《透去))/徒蓋《定去))} cf.資 I ・蟹・ 4

3 • 1・2・1・5 <<従)><<精》両母の混同
A) B) 

時子劉《精去))/字憤《従去》 cf.資 I・蟹・ 18

量子計《精去))/才計《従上》 cf.資 N"蟹・ 14

/音罫《従上》 cf.資 N ・蟹・ 13

f些牌此《精上))/疾移《従平))} cf.資 illA・止・ 13

A) r広韻』は「紳」に作る。
B)李善は同じ語(紳以藻詠く巻6>)に子封切《精))， (丹臆蘭紳

く巻9>)に音最《精・泰合》とも音注している。

3・1・2・1・6 <<従)><<清》両母の混同
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ゴ伏文学部紀要

繍 白秋《従主F))/且由 cf. 資 illB.きま・ 4

段 宅建千))/七良 cf. illB'宕・ 3

{ヌ定 <0育去>>} cf.言電 I立A.止・ 70

cf.警奇 麗A.選定・ 3

cf.資 illA・止・46

擢 cf.撃を 磁B・i包・ 23

{f~ cf. 護人・0J. 16 

《輩上》 むf.資 illB'ilJ・ 2
A) 

cf.資 illA.接交・ 16

/豆表 cf.資麗A.完t・17

議 《見王子>)/審議? cf.交政8・1と・ 2

f競 《見平>>/鈍陵 cf.撃を I旺Ad雪・ 5

A) 本 17U~こ於げる「幡j の ζ ゐ 7立工韻』に見える

と異なるが， 〈犬矯接Eド1:基く葉会8))に菅議 とも。

音註している。

3ぺ・2・ぃ 8 <<暁》 持母の混同

関 主義入))/胡揃1(<匡入》 cf. illA・曾・ 8

戸商《置主時/火宏《暁平》 cf.霊安 豆・綬・ 36
B) 

主義 戸圭((1夜子))/呼圭ミ言語平》 cf.資 N' • 17 

穴説決《陸入))/音血 cf. ij奇 N.ilJ・15

A) tヱ にfヤる O

B)r広韻』は に作る。

3・1・2・1・9 ま知》 混同

謎 E歩卒ま知入>)/丈冠 cf.資 rr.綬・ 26
眠 ミ澄三子))/丁今 cf. 霊安 N'霊安・ 3 

3ぺ・2・1・10 <(紫))((荘》両母の

鍛箔《崇入))/許尚之荘入)> cf.資 亙・さを.7 
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唐代南方音の一様相

咋鋤阻《崇入>>/阻格《荘入>> cf.資 E・梗・ 6

霊荘華《荘平>>/士瓜《崇平>> cf.資亙・俵・ 10

3・1・2・1・11 <<崇>><<初》両母の混同

鐸楚耕《初平>>/士度《崇平>> cf.資 E・梗・ 8

3芸士角《崇入>>/楚角《初入>> cf.資 E・江・ 8

3 • 1・2・2 全清母と次清母の混同

3・1・2・2・1 <<非>><<敷》両母の混同

排芳非《敷>>/音非《非>> cf.資 illB・止・ 6

3・1・2・3 舌頭音と舌上音の混同

3・1・2・3・1 <<泥>><<娘》両母の混同

槙 奴教《泥>>/女教《娘>> cf.資 E ・主主・ 3

禁女加《娘>>/奴加《泥>> cf.資 E・仮・ 2

華女加紋良>>/奴家《泥>> cf.資 E・伎・ 3

詩 女交《娘>>/奴交《泥>> cf.資 E ・主主・ 2
O 
{t尼女履《娘>>/乃瞳《泥>>} cf.資 N・蟹・ 7

3.2 韻類

3・2・1 北方字音には見えない通用例

3・2・1・1 U切韻』に於ける一等韻と三等韻の通用

3・2・1・1・1 <<東一・入>><<鍾入》両韻の通用

除 虚谷《東入>>/音録《鍾入>> cf.資 illB・通・ 6

3・2・1・1・2 <<侯>><<尤》両韻の通用(但し， <<明》母字以外〉

窪初救《尤去>>/初蓮《侯去>> cf.資 I ・流・ 9
A) 

昧 医長救《尤去>>/都選《侯去>> cf.資 I ・流・ 5
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{I報告lIJJ議ま尤))/i日¥]溝 cf. ~雪 1 .哲t・8

口也く巻18>)A) 間じ言き

とも資詑している。

3・2ぺ・1・3 <('後>)((議》再韻の漁期
文書翼ム>)/英口長侯上)) cf.資 1 .流・ 3

{n区 烏民主侯よ))/符武《成j土持 cf.資 I旺B. i筏・29

3・2・2 北方字?ぎにも る通用例

3.2・2ぺ f濡韻Jに於ける

3・2.2・1・1 <<草》ま誤》阿舗の通用
《軍上))/丁敢《務上)> cf.まを 1 . J荻・ 21

A) 

cf.堅守 1 . ~長・ 23

《翠入)) cf走資 1 .成・ 1

吐壷《談入>)/飽合{翠入)) cf.資 E ・1災・ 2
B) 

f穣

A) 

《談入>)/徒合 cf.資 1.綴・ 4

く著書13>)に錯惑努

している。

B) r広龍いま「筆者jに作るO
3.2.2・い2 <<泰))((Bえ5時間韻の通毘

給 黄外之泰会>>/胡撃す《民会)) cf.資 1 .襲警・24

cf.寝苦 1 .蟹・25

み
求、vt

え}

((!尺去>> c仁資 工・書室・ 8
B) 

/音球主茨去)) cf.資 1 .護婆・ 9

可訟なぞ?

昂干 砂ミョり/音最 cf.資 1 .塁塁・29

A) じ語〈説文日沫水… に武蓋窃

ましている 0

B)本部に於ける の義は !i.こ見える

38 -
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唐代南方畿の一様椙

じ語(慶韓日誌好也く巻31)) 《泰中》とも してい

るの の部と る。

C) 語、じ 日梓く巻12))に字憤切《従・!死去》

とも音注している。

3・2・2・1• 3 <<P会)><(灰》問査員の通用〈但し，腐王者字をど除く〉
ふ)

{需建 徒隊J((治安))/徒劉《灰去))} cf，資 1 .1JJ:・ 10

盟 主主灰ミ灰>>/牛京 ((P合>> cf.霊安 1 .議室・ 2

A)u広翻Jは「設」に作る。

3・2・2・1・4 <<寒入>><<桓入》際線の遠足

古活枝豆入合建《寒入)) cf.望号 I ・山・ 13

3-2・2・2 U切韻jに於ける二等重韻の議潟

3・2・2・2ぺ Z夫))<<管公》問韻の通用

{米 英語{夫や>)/葉芥《皆ホゴミ)) cf.資 E ・3姿・ 5

《央関))/…介《皆宛去)) cf.資 亙・霊童・ 10

f盛 設儲《夫開))/丑介ミ皆喜善去))} cf盗資 豆・重要・ 7

3・2・2・2・2 <<庚》主新:))両績の通用

磁 撫庚 (0発令>)/普萌《耕 cf.資 E ・容を・ 14

/怖萌《耕 cf.資 E ・2更・ 15

ま耕cfo)) cf， 1I.夜・ 18

ujT 《喪中I)/警耕作ifl:r+-'))} cf.資五・授・ 13

{f~fIJ ミ摂ぉ))/口耕 cL資 1I・君主・ 29

鏑戸富《喪会))/音宏 cf.資1I.校・ 38

虎横《庚合))/呼宏之務会》 cf.費電 亙・授・35

cf. 瓦 e梗・ 37

静 cf.多1I. l'更.8 

f倖 l箆秋を緋見と))/胡冷 cf. 1I .綬・ 32

3・2・2・2・3 ((1委設
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擾士戚《威>>/士衛《街>> cf.資 E・成・ 8

1斎 苦威《威>>/去巌《街>> cf.資 E・成・ 12

挿楚治《威入>>/楚甲《街入>> cf.資 E・戚・ 7

Ih新鋤街《街>>/士威《威>> cf.資亙・戚・ 3

撹胡騎《街上>>/胡賠《成上>> cf.資 E・成・ 5

3・2・2・3 Ir切韻」に於ける一等韻と三等韻の通用

3・2・2・3・1 ((侯>><(尤》両韻の通用(但し， ((明》母字〉

f牟莫浮《尤>>/莫侯《侯>> cf.資 I・流・ 4

桔縛謀《尤>>/蒲溝《侯>> cf.資 I・流・ l

萱莫浮《尤);/莫侯《侯>> cf.資 I・流・ 2

表莫候《侯去>>/莫又《尤去>> cf.資 illB・流・ 1

3・2・2・3・2 ((唐入>><(陽入》両韻の通用

蜂 鳥郭《唐合入>>/於縛《陽合入>> cf.資 illB・宕・ 14

3・2・2・4 止摂諸韻の通用

3・202・40 1 ((支>><(脂》両韻の通用
A) 

昏 是支《支開・甲>>/昌夷《脂開・甲>> cf.資 illA・止・ 40

来人吉日 目支《支関・中))/音利《脂開去・中》 cf.資 illA.止・ 33

(比 匹稗《支関上・甲>>/匹硯《脂関上・甲》 cf.資 illA・止・ 30

庫 音稗《支関上・甲>>/賛美《脂関上・乙》 cf.資 illA・止・ 31

易 以鼓《支開去・甲>>/-¥::示《脂開去・甲》 cf.資 illA・止・ 43

f案 章委《支合上・乙>>/子軌《脂合上・乙>>} cf.資 illA・止・ 79
B) 

眠丁尼《脂関・中>>/竹施《玄関・甲》 cf.資 illA・止・ 11

棉 房脂《脂閲・甲>>/頻移《支開・甲》。) cf.資 illA・止・ 4

曇 力追《脂合・中>>/力委《支合・中》 cf.資 illA・止・ 56

郡 豊軌《脂合上・乙>>/音脆《支合上・乙》 cf.資 illA・止・ 65

t遺 以水《脂合上・甲>>/以委《支合・乙》 cf.資 illA・止・ 62

- 40 -



唐代南方音の一様相

A) r広韻』は「眠」に作る。
B)李普は同じ語(重繭累眠也く巻14)く巻40))に竹遅切《脂関・甲))，

竹尼切《脂開・甲》とも音注している。

C)李善は同じ語(聾類日櫨屋連腕也く巻2))に解祇切《脂開・甲》

とも音注しているO

3.2・2・4・2 ((支))((之》両韻の通用

f戯許罵《支開・乙))/許其《之乙))} cf.資 illA・止・ 54

3・2・2• 4・3 (<脂))((之》両韻の通用

台 興之《之甲))/音夷《脂開・甲)) cf.資 illA・止・ 42

警語其《之乙))/魚飢《脂開・乙)) cf.資 illA・止・ 47

梓 印旦《之上・甲))/音姉《脂関上・甲)) cf.資 illA・止・ 38

忌 渠記《之去・乙))/音黛《脂開去・乙)) cf.資 lliA・止・ 46

f静 旦之《之中))/音梨《脂開・中川 cf.資 lliA・止・ 34
O 

f耳毛 何吏《之去・中))/耳利《脂開去・中))} cf.資 lliA・止・ 35

3 .2 .2・4・4((支))((微》両韻の通用

~農 居稀《微関上))/居締《支関上・乙》 cf.資 lliA・止・ 22

{1'奇 於義《支関去・乙))/音衣《微開去))} cf.資 lliB・止・ 4

3' 2・2・4・5 ((脂))((微》両韻の通用

墜 直類《脂合去・中))/直貌《微合去》 cf.資 illB・止・ 8
O 
高 力軌《脂合上・中))/力鬼《微合上》 cf.資 lliB ・止・ 7

晴 許既《微関去))/許呉《脂開去・乙》 cf.資 lliA・止・ 48

説語意《微合))/五軌《脂合上・乙》 cf.資 lliA・止・ 76

3・2・2・4・6 ((之))((微》両韻の通用

f主L於記《之去・乙))/於既《微閲去))} cf.資 lliB・止・ 5

{斬渠之《之乙))/巨衣《微開))} cf.資 lliB・止・ 1

3.2・2・5 止摂諸韻以外の三等韻の通用

3'2・2・5・1 ((清入))((庚三・入》両韻の通用
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踊直支《清入))/馳戟《庚三・入)) cf.資 illA・梗・ 13

3・2・2・5・2 <<真)><(欣》両韻の通用

f臆 於斬《欣去))/於瑳《真開去・乙))} cf.資 illA・挨・ 19

f闇語巾《真開・乙))/魚斤《欣閲))} cf.資 illB・諜・ 1

3・2・2・5・3 (<幽)><<右》両韻の通用

鰐力求《尤中i>/力幽《幽)) cf.資 illA・流・ l
A) 

扶余救《尤去・甲))/余幼《幽去)) cf.資 illA・流・ 4

鶴 力救《尤去・中))/力X1J((幽去)) cf.資 illA・流・ 3

鯨渠幽《幽))/音求《尤乙)) cf.資 illB・流・ 6

A)李善は同じ語(蒼韻篇日獄似狸〈巻 1>)に輿救切《尤去>)， (康

雅日号雌也…く巻9>)にt又切《尤去))， (腹1穴霊晴今…く巻33>)に余救

切《尤去》とも音注しているO

3.2・2・5・4 (<脂>><<祭》両韻の通用
A) B) 

桟 齢制《祭開・乙))/楊至《脂閲去・甲)) d.資 illA・止・45

醤 鮮歳《祭合・甲))/音遂《脂合去・甲)) cf.資 illA・止・72

車販 居衛《祭合・乙))/居遼《脂合去・乙)) cf.資 illA・止・74

A) r広韻』は「椴」に作るO
B)李善は同じ語(郭嘆日桟船舷樹旋於上く巻7>)に音曳《祭関・

乙》とも音注している。

3.2・2• 5・5 <<塩)><(厳》両韻の通用

錯巨i奄《塩乙))/其巌《厳>) cf.資 illB・成・ 2

#i: 衣俄《塩上・乙))/於倣《厳上>) cf.資 illB・戚・ 4

葉 興葉《塩入・甲))/於劫《房長入)) cf.資 illB・戚・ 5

嘩錆凱《塩入・乙))/子怯《厳入)) cf.資 illB・成・ 6

3・2・2・5・6 (<仙)><(元》両韻の通用

響 力完《仙合上・中))/力腕《元合上)) cf.資 illB・山・ 6

捷渠鷲《仙閲・乙))/巨言《元関)) cf.資 illB. ~U ・ 1

- 42 -



唐代南方音の一様相

3・2・2・6 ~切韻』に於ける三等韻と四等韻の通用

3・2・2・6・1 <(支)><(斉》両韻の通用
A) 

稗 傍撞《斉関上))/禅爾《支関上・中)) cf.資 illA・止・ 3
o B) 

薬如累《支合上・中>)/而瞳《斉開)) cf.資 N・蟹・ 11

A)李善は同じ語(雨静矯脅く巻26>)に歩米切《一斉関上》とも音注

している。

B)胡克家『文選考異』には「韓首作髄」と見える。

3・2・2・6・2 <<脂)><<斉》両韻の通用

~l\; 直尼《脂閲・甲>>/丁今《斉開>) cf.資 N ・蟹・ 3

{t尼o女履《脂閲上・中))/乃瞳《斉関上))} cf.資 N ・蟹・ 7

3・2・2・6・3 <<祭)><<斉去》両韻の通用

際 七計《斉開去))/千例《祭開・中)) cf.資 illA・蟹・ 5

/七祭《祭開・甲)) cf.資 illA・蟹・ 6

1帯 特計《斉閲去)>/音滞《祭開・中)) cf.資 illA・蟹・ 4
O 

/直例《祭開・中)) cf.資 illA・蟹・ 3

3・2・2・6・3 <<仙)><<先》両韻の通用

↑角 於縁《仙合・甲>)/烏玄《先合)) cf.資 N・山・ 16

/於玄《先合)) cf.資 N・山・ 17

;型 良岸《仙関入・中))/旅結《先開入>) cf.資 N・山・ 8

洩 則前《先開))/音{韮《仙関上・甲)> cf.資 illA・山・ 8

畝研11児《先関上))/牛善《仙l関上・甲>) cf.資 illA・山・ 19

撃 普蔑《先開入))/疋設《仙開入・甲)) cf.資 illA・山・ 2
AJ 

撤普蔑《先開入>>/匹列《仙開入・中)> cf.資 illA・山・ 3

H玄 黄練《先合去))/戸循《仙中去・甲>) cf.資 illA・山・20

A)~広韻』は「撃」に作る O

3.2・2・6・4 <<宵)><<帯》両韻の通用

時 昨焦《宵甲))/蕊尭《甫)> cf.資 N・去士・ 15
A) 

煤甫蓬《宵甲))/伴尭《帯)) cf.資 N・放・ l
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彰甫遺《宵甲))/方料《藷)) cf.資 N・放・ 2
B) 

超 救宵《宵中))/土弔《甫去)) cf.資 N・主党・ 5

要 於肴《宵甲))/烏尭《請)) cf.資 N・主主・ 17

f影撫招《宵甲))/字尭《帯汁 cf.資 N・放・ 3

f様 子小《宵上・甲>)/租了《粛上))} cf.資 N・主主・ 14

z 於亮《粛))/於遺《宵甲)) cf.資 A ・主主・20
猿落粛《粛))/力笑《宵去・甲)) cf.資 A・放・ 8

瞭 慮鳥《蒲上))/力小《宵上・甲)) cf.資 A・放・ 9

A)李善は同じ語(説文目標火飛也く巻7)に必運切《宵甲》とも音

注しているO

B)胡刻本は「士」に，尤本は「土」に作る。

3・2・2・6・5 ((清))((青》両韻の通用

地普丁《青閲))/普極《清開)) cf.資 illA・梗・ 4
A) 

砕普撃《青関入))/敷赤《清開入)) cf.資 illA・梗・ 5

積 七述《清開入>)/且歴《育関入)) cf.資 N・梗・ 7

A)!r広韻』は「震」に作る。

3・2・2・6・6 (<塩))((添》両韻の通用
A) 

歳以謄《塩去・甲))/塩念《添去)) cf.資 N・成・ 5
B) 

厭 於葉《塩入・甲))/於頬《添入)) cf.資 N・戚・ 8

堅於葉《塩入・甲))/烏牒《添入)) cf.資 N・戚・ 9

A)李善は同じ語(説文日議火華也く巻 1)うにーに数切《塩去・甲》

とも音注している。

B)李善は同じ語(何休公羊(専注目厭服也く巻9))にー渉切《塩

入・甲》とも音注しているO

3・2・2・7 一部牙喉音字の開合の混同
ム)

畑古週《青合上))/公冷《青関上)) cf.資 N・梗・ 9

殺呼臭《青合入))/呼秋《青開入)) cf.資 N・梗・ 10
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《玄関上))/議譲《支合上)) cf.資 illA.止・63

A) は I~引に作る。

4. 以上が李議官に反訣ぜる熔初江都字音の状態の一端であるが，ここ

こで得られた混同斜に拠って見る限り，一部声母の諮問 (3ぺ・1)及

び一部韻母の混!司 (3・2・1)を諒されほぽ開時代の北方字衰の在り方

と同様の様拐を示すと替えよう。換言するならば，上識の一部持母及び

額母の混i湾のみが李善音間有の特織と言えそうである。

では，上述の知念状況は持を物踏るものと解されようか。それ拭，初i

(1) r切譲jに示される様な字?をが当初江都に於ても察準音とし
次第にその地の語音によって侵蝕を蒙った結果としての

様栢なのか，戒は， (2) l"鍔議jの体系企簡略化した状態に在った北方

字、奮が江部にも及んでいた結果としての様轄であって，

意せされていた幾つかの戸母及び韻母の混需は，江部締官去の露呈たの

ろうか。

この様な問題を本格的に論ずるためには，幾つかの前提的作業が尚残

されているので臆断は模しむべきであるが，議議賠でのー往の縫認が許

されるならば， (2)の様に解するのが種当と る。それは， (1)の

如き解釈を採るには，北方及び江欝に於ける語菅の体系が一部戸母と

ぎ極依していたことが先ず前提となろうが，初勝に於ける寓所の

語王手の状態に関しては不詳であってこの様に解する積極的叡掘が得られ

ないのに対し， (2)の解釈は，士大夫欝絞のそ子に委ねられた学資の言わ

ば上部構造治な性格を考えるならば左程的外れとも思えな L、からであ

る。とすれば，李議官の反攻する様相はまた字音の;地域的単一性とも

号令績を示すと解されるのではみるまいか。

5. 以上， いて主主

略見すこ。恐らく と思われる ?昆問
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と解される混同挺が

と北方字音との関に芦類・韻類

ないことは，

の本質やその腐代に示める

ろう O

の江東謡音と し

見えるのも興味深いが?

の罷問の様相に拠って

とその演変史を探る上でも，

などをど考察するよでも参考になる

く3主資:今思科学研究費による際交の一部)

設

1 )今、活までのとニぞう， 管見のZ支え;絞り， 狗野充若草誌の f交え皇室長注所ヲ[務またの造量

級J と題するお銭幾三受(昭和148 者三段総本冷題学会大会，於九J~t文学〉が話器移とされ

るに過ぎない。付言すれば， 氏はお初この音さえを燦公主主緩のf下と?色濃ruL. 従って唐

認の義喜子iI下流守中心とした篠コザ営安反映する資料とした (W日本中E築学会会報J
26. p. 224 m掲の研究発言後撃を授に拠る〕が，その後湾じく銀波;本に引〈室長、を公E事長選
の撲と手設立芸z その関係に於℃音淡のj奨望号令本総とする談?と改め々がらも cr文主義務
主主所ヲi音決撰還まについ℃の A考察JIflJ'戸建簿二!:iJ!休記念中農主務論告義JIjj庁収， 2務…学

昭51)，終糸約?と見て「音決め予誉議議終系;士三塁江下流一宇野の方言誉め務微な~し

ているJ(悶論文 p.454) とn;は:発事ずることから， 言者決 (J;撰者はま乏iIlごきまま滋ガの出

身で， 7 C.後半に音tえてど慈したと推測している。

2)手守護子E去の上掲研究発5受注詰8喜三布されたヅリ γ ト 〈当日出席2された丸尾常喜氏

から僚交しずこ) ~こは苦手淡の査員護軍に主主える滋!苛タ1)il'擬示されているが， 伊jえば， ぞ

には兇えない支意義と後の11:摂5者査員との近養液191J;o:李養『文員選』淡注からは?専られるな

ど必らずしもq守護主役…にしないこと， 設に後述のま訂く江総務貨の露呈とも鯵怒れる

一震予註母のiffi問などEとの務究会持者う延安i9tiも得られたのでここに発表することにし

た。 言立， 狩妻子氏によって明らかにされた音決の活者奇襲約終議室と本橋で2誌で?家養?きの特

徴の対比・発事窓誌は今後に絞る O

3)療機資t主李養ヌドの[凶な存すると設かれるJ"1育胡克家議選議紫綬;熊本李善波文滋J

60護者(民間 61 年裟文m護霊長富f-/J 行のものき~mいた) iこ拠ゥて採葬きしたが，近時， 手伝刻

治委主ヌド(民潤65生1" 1ゴ門主主主雲寺王線公司 ~nfすのものを}苦いt.::.)，l1Jl州刊本『六反主主3主選』

〈足利学校途護費凶警察館蔵，汲お察隊. s後利49-50)が将行されたので，者手議事資産主て

についてそれ絡にぷる校合を干すなった。潟，文選千日本に隠する研究に拠れば，お亥5

本などで家主審主主とするもののゆには誤って自主主訟をと泌すとるところも少なくない様で

あるが，ヱド織では泰正3Jqコ絡の後に見えて絞らかに他の字露，波紋家などの畿と

知まt?ふもの以外のを意R，及び f善日」の綴?土交えな〈ても伎の米Fさなど?と震かれ，
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李普による音釈と解されるものは李普音として採った。また胡刻木では正文中に爽

記されていて李善音とは解し児童L、数多い音注の中，胡克家『文選考異』に於て校勘

の結果，李善音とされている231例についてはその旨を当該音注に註記してー往採っ

た。(以上『文選』の刊木については，主として斯波六郎『文選諾本の研究』斯波博

士退官記念事業会，昭32.に拠った。〉

尚，李普音を示す反切は，極く少数例を除き，何れも00切となっているが，こ

れは後人の改作によるもので本来は00反であったらしい。 (cf.Ir支選考異』巻ーに

見える「哀本茶陵本切作反案反字是也凡善本云反合併以後改為切ー」など。〉

4)李普の伝については『旧唐書』巻ー百八十九， Ir新唐書』巻二百三を参照。尚，

李普は単に貫籍を江都とするだけではなく，実際に江部に於て曹憲に師事して文選

の学を修め，後年はI下!ffiI¥の聞に講学したことに留意すべきである。

5)李善が音を注するに当って， (他の音義類の撰者も同様と推測されるが〉一々

査員書を参看し，そこに示される字音に従いつつ作業を進めたとは思われなL、。韻書

の示す押額上の規範を尊守すべき作詩とは異なり，音義注は難語の読音を編者の標

準とする音によって注したものであろうから， そこに反映する音は概ね編者が実際

に使用している字音と考えて大過ないであろう。

因に，李善が『切韻』を号|いてその音を示しているのは，管見の及ぶ限り， 巻十

ブL に見える「康~É日瓶色也匹零切方言日瓶怒色青貌切韻匹if!ll切欽容也…」に過ぎな

い。また，帰字が『広韻』に求められない43例を除いた反切総数1878(延べ1992)

例の内， Ir広韻』と反切用字を上下とも同じくするのは299(延べ348)例に過ぎな

い。(但し上掲反切総数には『文選考具;J]に拠って補った李善音は含まれていな

い。〉

6)北方字音を反映すると解される幾つかの資料の中， ここで比較の対象とする

のは李普音と成害時をほぼ斉しくする，顔師古『漢書音義JlA.D. 641 (cf.拙稿

「顔師古音義韻類考H言語研究~ 59， 1971. I顔師古漢書音義の研究(下)JIr北海
道大学文学部紀要Jl19-4， 1971)，同『急就篇注JlA. D. 627-644迄の或る年に成書

(cf.拙稿「顔師古急就篇注音頭考JIr北海道大学文学部紀要Jl22-1， 1974)， 李賢

等『後漢書音義~ A. D. 676 (cf.拙稿「後漢書音義音韻考JIr北海道大学文学部紀

要Jl25-1， 1976)にー往限る。

7)李善音の整理はこれ迄の拙論(註6を参照〉に於ても試みた如く， Ir切韻』

(Ir JÄ韻~)の体系上に音注例を投影してその問の「ずれ」の有無を見る言わば「投

影法」に拠る。また， Iずれ」を示す音注例の中から『切韻Jl(Ir広韻~)では別字で

表記される語;を示すと解されるもの，或は『切韻~ (Ir広在員Jl)には採録されていない

叉音を示すと解されるもの，などを除き， 音量員体系上の「ずれ」を示すと解される

例のみを採って考察の対象とする。

8) 11後漢書音義』に邪母の切字を以て従母字を注した例が一つ(向 似完反〉

見える。
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9)帰字『広韻』の反切/李善音 のJI頂に示す。以下同様。

10)資料表のillA韻類，主義摂，註8を参照、の意。以下同様。

11)胡克家『文選考異』に拠って補った李善音は帰字の右肩にO印を付して他と

区別する。 cf.註5

12) W漢書音義』に知母の切字を以て端母字を注した111](鶏竹滑反)，定母の切

宇を以て澄苦手字を注した例(諭 徒足反〉が見える。

13) W広韻』の義注とは合致しないが，音韻体系上の「ずれ」が音韻変遷に添っ

た様相を呈する音注は傍証例として{}内に入れて示す。

14) "Ar湧両母の混同は考え難いので一応非敷両母の混同とするが，或は言皆声声母
による類准の読音と見倣されょうか。

15)ここで示す例の他に，例えば，鍾韻所切字を東1韻の下字によって注する例，

また，東3・入韻所切字を東1・入韻の下字によって， i:工上韻所切字を東1・上韻の下字に

よって， 冬韻所切字を鍾韻の下字によって， 庚2・入韻所切字を江入韻所切字によっ

て，文入韻所切字を魂韻の下字によって注する例なども見られ，その様な例は何れも，

狩野氏によるプリント (cf.註 2) では適用を示すものとして扱われている如くで

あるが，李善音から得られる上掲例に関しては，意味との関連に於ける検討の結果

何れも音韻体系上の「ずれ」を示すとは解し難いことが明らかとなったのでここに

は挙げない (cf.資料表〉。尚，断片的音注111]を扱うに当って，意味との関連に於け

る検討の必要なことについては，前引拙稿「顔師古漢書音義韻類考Jp. 45を参!照。

16)但し，北方字音の特徴的様相のーっとも言うべき魚虞両韻の通用例は李善音

からは得られなL、。或は李善音では明瞭に区別されていたのであろうか。因に，現

代江都方言ではこれ等両韻は共に-uで区別されていない。 cf.江蘇省和上海市方

言調査指導組編『江蘇省軍口上海市方言概況』江蘇人民出版社， 1960.第 l部紛下，方

言地図18図，など。

17)字音と語音の別， 及びその相互関係などについては， 河野六郎「書評・故有

坂秀世博土著『上代音韻致~J W国語研究~ 5， 1956. pp. 67-68， W朝鮮漢字音の研

究』著者自印， 1968. pp. 34-.37， pp. 44-46など，三根谷徹「中古漢語の韻母の体

系一切韻の性格ーJW言語研究~ 31. 1956. p. 20， W越南漢字音の研究』東洋文庫，
1972. pp. 44-45， pp. 61-62などを参照。

18) W切韻』の音韻体系と江東音を映す『玉篇』のそれとに大きな相違の見られ
ないこと (cf.周祖誤「高象名義中之原本玉篇音系JW関学集』上)， また，調査対
象が押額資料という質的な相違は有るものの，時代の前後は用韻に対して大きな影

響を見せているが地理的な差異は影響が小さいこと (cf.王力「南北朝詩人用韻考」

『清華学報~ 11-3， 1936)などが想起される。

尚， 李善『文選』注は「文選注上表」の「上」の語によっても推察される様に，

皇帝に撰進されたものであるから，そこに見える字音が長安に於けるのと著しく異

なるものでは有り得ないであろうとは或る程度予想されたことであったが， ここに
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そのそr-1箆の裏付け右手撃たことになろう。

19) ~.'R綴占のN.去りjエ終徽の一つでるる字率(淋 3) 禅両母の滋潟鈎は李養音から

は得られない。

20)従若君予号室誌の混同はそれ警察がお声音でないと葉意義孝できないことは， つとに潟塁手

大際博士によって総務されている。後近ではrrs*災後JについてJIr苦言言妻宅対露幾』
議終巻 1970.p. 16会参照。
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資料本

凡 1jl]

1. このネ|立、今~~文選df;主 Vλ主苛d]17l体t- I ~ 準拠して整理歯(.71]l-tとも内
である.

2 配列的方法-煩ヰl止決的交官くである。

2.1 積類を便宜上、 I. ][.臥.][B'Wの5類 I~大利する.

l積類東l屋lネ沃・撲.¥7右目泰-反 Jliえ・魂没・寒L桓)，t(本)・辛歌-

犬、I.J号室手 fえ登得・章令談室町諸積ょ ~Jiえる.

E 韻類工費・{士培-夫-抑lj銘・斗J、駐庁.)恥・耕~.A;)令・街押内諸

戒より)戒告.

lITA首類:丈脂之・~f.:-'-A (tt) 賃(術)玲櫛-イ心許・ 7・麻3 ・;廿・庚3TH3
、苦職・品」・i受庁-埠華町言者韻よりm:?

][B韻類.東3屋3・鐘痔・徴・魚、・底展・秋iL-丈特λ月.:1; 3・1主薬・え車
業・凡~同諸積より戚る.

N首類:す・先庁、.蕎青会易応|、占町諸積より戚;る.

古島、JIrAti真夏l主、 j主-llJ:が与・牙喰青(i旦し子母子1;1，除く〕で韻図的四料開 I~配さ

れているものI~ 11 甲町、 i司 Vく三手欄 lζ 歯もされているも町 lζl止乙川、宇叶L て0，. ~I)

す七.本阜で、 lま ιオL 邑 j与 ~I~付してネす.

2.2 ~ト賀在十六韻探 I ~ f追い令類する.

2.3 ..{持剣晃11.1ζ於て韻却[~分類レ、縦欄 1~韻自色平・上去・入司~ll' 飢す.

2.4- ゐ報技内 I~於て横欄 1拾す企画け.

j主ずる.&.ぴ、歯(，;1)'"'!iV干|ま J欠の女口くである.

ノ青青 暫.5芳・1主-明

端・主主・定・沈・本

生u-依.)登・球

特，青・ 1え-、~"邪

.JI'1. .秒景-生イ支

l' 品売出・幸・つV'H .芋
Jl.. • ;美・を・系民.I! .革3・子

品
主
マ
-
h
}

せ寸

前

崎

前

前

封

ィ
ー
を
お

i

正

4

H

4

日

4
τ

古

書

牙

3. i叶1~主主主配する主主昨[;t‘れ主宇町守ぶ FJ広報4WHIイキ不ド於て占める件

豆I~拠るa そ木場て yt宇のす17) ll' ;.え官賞」向音韻イネ享lζ於て占める件直七一致しない

域令lごは注記する.)，Hすj主町主主べ回数(i旦1.-2以上H立す。

3.1 主孔l士、計五す5i ?Í~' ~ 清志』え手重周乞本j手県本寺手注文~..ω造会(宅与え
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印害釘印行~国ら l 年 )I~且えも頁・ 1支-行忍び義，i主主ピ、吟宇内")え賞..1ζ孔主

る瓦切、~手私頑固 l二占的る件直ゆす・誼目-問令・芋イ止)‘邑二川瓦 1 ~字、す。

3.2 伊広tL内イキ不と「ずれJ主1.-tti> Jキ宇町内、
(1 )主味上それ等町{えイす宇と角与され刊町市tボめはる域令l'はそ町仮fす宇左件EP&
J主J青lミイサしてネす.
。) ・ JL:.殻..1~ 1 主且之ない又?と解されi> .l~~ト 1 ~ 1よそ町'Ir&t乙す.
(3)卒論で拡われも¥?17']1ごついてはお命で見白域所在矢f:pil) iえl'記す.
4 も月玄1]本でl;l..it.丈、トド夫記されてν吋会主L音と鮮L難いが:胡克家「丈導考事LAIC 

於て校選請の結果‘寺与すιされている 231例 1~ついては、七設すよ主宇内危宥 I~ dfV& 

イせしてイ也 ι 0. ~d する。 またア広すt..I~JL之字、、文字 l t{ }内iミ入れゐ.

T粉、 F広世」であ|町宇i.f-l~i下るも町、イ也町片ぇ本てJい字イ本ド作るも円♀ど|二ついては、
学該宇の阜市二Jl..u個所1~ えすとす長.

I 韻類

i孟 才芙

来 圭 i主 屋

寄 禍木枝ュ

j安 JEト茎 1)

Jt. 淳、工述2) 芳、ト暴

歩木 E暴

す角 A主義

明 ]え公 十家 支干し苑 3)

ポj功す ;家

す蒙十蒙 宝章

莫萱;亮;的 。広韻 rA"1ミi'H

Z、而、L Jt萱珠
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片iとー， イえ束事
月童

す主タ同

2え 奴之ト{恨}

辛 ヵ本晴も 方差是 ーをよ主 .lt 
E荒

君子

オ公靖之

芽

キす 子公枝

殺
A 土美

オ 十芝、点、

、に晶、 、蒜萱 £色の 。胡毒l科寄」ミ↑F~h 来lt 萩
ぇ4主ドf足、、改める す速。寄

;主 ロi主荘

R式E ロ乎木 ム穀

匝 胡車法工 胡子し 戸支 胡-tも

胡シ同主工 i42 胡弁鴻6)

す丸紅 胡萱 34
づ影 一干し埼 於支!l

為手し埼

於手しム翁

口 久 末 i大
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{是-4¥1-1¥

4え 在不安♀(1)

裁手ドネ

目下宗 :← 
J不

(1) 蓄 (乱文百葉符喜連も '12下2)[;主1方でても万(守屋l組三).

(2.) 5金(4豆大:護岸霧j逢;宇 85下6) [広〕符本切(並室主令三)

青培葉

青告ヰ4ト

。)苑〈苑鴻未分之皐也 22!，下ケ)(広1 某江~4 (明}工!羽二)0 升目宇 E広]真喜し切

( aA笠岡一).

仏)皮(本文.、サ花鴻ノナ 176上13)はJr花」莫j工切(明;工|司ニ).

(5)鏡、(説文官銀大巻十本も 257ム3)[広]去とシ工切(オ末|司ー〉

(b) )'F?， (鴻洞相違貌も β5上10)は〕胡孔切(匡萱l可ー):xj公切(1!..l.1司ー〕。

~技

キ芙 士主 基

j幸 普胡錆‘ 号幸浦

明 英夫又棋 ~古 支オこ

l-
す枝豆 。広報TZ支JI::イh

主品 育部閉 丁古賭 音長 it

i主 イk.乎ムす 他社完全

え 4t塗.l:2
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、除

」すi全ろ余

来 方都娃 す~ JU-

手胡~! 予与

京岩F~童L

すi主連

1査夏

帯 資者F?迂
J、之~ f故金tL2

七故金す

千え 件古車且 2

オ古宇l

L 主主胡ま告 守「古 3ぞ 守護時

計札J1t 長

公岩F1筑

す手し凧4

A手奇耳件し

i長 fTキ争 、吟

主え す4ト鼠全 ょ故 i主

昔ι 午t-

吾F ミ之
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青，¥、干ヰ1， |午故迂2)

すJトξ ヰ吾3)

味|ーす吋主主

匡 It f走キ~A 青戸 歯古2(41) 胡故。;~ I。械冶)ojt七
す胡(喝} ElT2 守護 j支

j胡 す村千古 -tl ~.王

31ち す弧丹主4)

彰|於-tJÍ~ {穿} ιセ点鳥 侍弥徒主)

十、L於 、tp

;t 

，g 2(dl) 

ヰt6)

'" 
fj守主

(1)迂 ctv攻移天子博注目迂鰐也訪日/6)体J.1iAふり(主主鐸同一).枠連防〕
よ故切(災基令ー).c:f-. .1E.宇i主

(2)迂(爾花田i豆.J..，も 272ム6)C広)cf. (1).枠連弘)cf(lJ. 

(3)梓(持柱も 178下7)はLI.乎句(主主技令一).

(付設 Uv王支E感動~ 70下7)は]ι計七万(景j金事会一).
(!;)疲(丹膿ニ色也 2.0'1下20)はJcf (4). 

(6)材(••• 51:.. '5'毒事+圏本ゐ格蘭.I.5件f;，AJ.oli; 328上"，)(幻羽イ具切(子虞ふ三)，

r-rJ

、
-

3
d
-

i
z
d

一一時一

壁
一
一

、J-

J寸ト イ七、
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i多 +-*坪 oAtX 

寸主主ト

明 某来月某

i主 す合F禁
';ムEヨ 侍末、斡 1) 号「殆

す圭茎 iム
ぃロ

j青 千才 ~t

手え 才Jヰ救;

モ百， 歯改革

JL 古才月支 古安祭

4vt. 。広報「撃):i'H>
古章に ;玩

i主 予佳閏

虫k耳，し 牛哀せ♀
A;jムE2ュ〕

uえ 寸来 b台

匠 付量;及。

ヲ彰 す愛 E愛

受

口 事問
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今宮 す具 j具

j今 3帝大芽

Jl 蒲蓋沖3)

明 武;韮沫2(.1)

七蓋今ネ

七員沫

iま 達蓋 51又

pA晶仁、 {主主 "太斗〉

す大専大

;青 七大 、会奈の

え 七頼。~ 。広首「乱巾

O石且• 6) 
古蓋 。広音Â~栓"I三1H

す蓋 号

i主 ロ蓋ミ蓋

苦韮石蓋

，¥み

J，T Z4 Y 一大。零 。広報 r審，， 1 ミ1F~

於害虫みの

円
円
円

灰 賄 |降|
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房味 (B宇}

明|莫連座 す珠 1与

英田林 沫8)

す持萎 |青味沫の

端|岩F迫堆 |者n主持
T~旦X;Jt

者F田敦

通| l他賄ヰ

定 l |側取
重子

宴ヰ

1f-

(B封)

OJtIO) 
1
0広務

r
設 1ミih

ネ土封 罫

徒内 下草

大内隊

九|奴a!持11) 乃罪 (月泰}

tlすす厄晶ω b弄 z草 |カ封石晶 2
，{;，l. 

石鬼13)

j各界 f品之
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官界 品」主ー
1+) 

虚罪 ↓量1，)

半青 子弄 ヰを16) 子どま 技

子封持

子夫宇 i手1'7)

J、土月 七弄 ;を♀ 合陵4-2

J1 

4え 但回宝 す昇 界
宇崎三平18) oÂ韻 r、~V ， ir る

立玉耳鼻 主 す皐 oAu' .~LlξíH 

才ae-是I?)

I¥:'、 息封 :干し2の

J.， 古田イ足

i-.IJl イ足

;主 菩回足止 ヰ告罪 {J.草} 苦童十 兆

ロ回訣

ヰ右反"'，J，y

主主 i賄?足

at 寸J安調

'4ι，1賓沫2[)

十ト年沫ω

主事
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匠| |胡罪ぽ)I胡針潰

がの

胡，院沖お)

i責

彰|於田県 、L昇 j畏

、~J:葉県 4足)

於迫禄2'1) 一昇 1空

青隈 Eを 於賄石長 1，;.之官主T組 )ζih

~令

4主 イも外 イ'Jt，28) 

定 すえ jλ

t カ外時

持 育長 、拝27)

jえ A外義

~ν ， 烏タト j詩句

(1)飴(説文冒、鈴志賀、也 50るよ9)c幻土本切(達制司ー)、黄、も-，3-1-2-1-4

(2) 喧(才主E碓建~也♀23下6 本文:白J]--ty..t;:b子戟支錯抑止/0)は〕平次

均(凝!J:.:令ー)ス五封切(主主珠令一)磨も.→3・2.2・1・3

(3)沖 (滞;中李捧ξ貌也 127上/)は〕寺革協(渉相羽一〉又す具(暫泰↓司一)流JL司、

渉;市町]始、 → 3.1・2.1.1

(f) ;A (石毛可制く波抱"'1'1-上♀H幻イ也韮均(る奈J羽一〕太遣も→ 3・1.2-1-4-
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唐代南方音の一様相

(~)擦( ;主主玉江波女tJ式、百段、持線全札寺本/I?下i6)は]七尋坊(;青島同一)
((，)吊革(場盆言霊之す炉又七主えた、'1-9ム9)c広 J~主主"[広1寺主切(渓お副ー)令書与すの

ム宇土古.J1;J:.r-t-..IL?Jt芙写札

m場(ネ£宇失攻場之;It)号 17下20)C広1、島基切(幸;b¥副ー〕。味主主は〕於韮切(彰
泰j司ー). 乙f.許は51t尚子i主百土品士夫も地主奨退問(2.7下10).

(2) 沫(持者百来同苓酎萩外、 638ム$')は]莫具切(唄*-\羽一)>)~→H2・ 1 ・ 2

(?)泳(沫巳も州下主〕広Jcf， (8). ~ HH2 

(10)、提(稼業E官、見来曹、も /01下13)比)r鍵」徒耐切(えイ世間一)室委設雪駄
~ 3.2・2.1.3

(11)将(説次官持才をも 25官ム/供)(広〕素因坊(川、次令ー).特持.c広〕ろ団切(九次

令ー).cf.民主執 F乱文辞字J之氏j主」

(12)品(相品キ目撃も 11[9下/6)拡〕晃持切(ネ締令ー)x.l主封切(判手令ー). 

#特E判官、回切(ネMλー〕、 cf~ j.韻4

(13)戎(本文、硫塊魂魂潟地$Bfi斤 85:よ/めは]え罪切(主主主賀会一).

(件)量(本文:上林争以峠'1-2下/) c幻カ軌均(材料.脅品〔広〕晃禄切(本
筋令ー)， "，f." J主音主」

(15)唾(品唆之貌/月上7)同]カ.i!.切(判E令三).九争開]沙昇ゅ(来賄令ー)

(1/，) ;}t ( :ft '0査桝問貌も 115下//，)凶昨回切({収4トー).
(Jり沖(:tV王支三Jを解誌百沖1下方~-111.， 671下/0)は1七内切u青隊令ー).李菩す向上
字守"1;' ':.七 4の主美写ヵ¥

「、砕J
CI~) 埠(小写生百雑A<.'a持豆半終持問 192下?)は]子封切(精7年今一〕設大冒令よ

議持も→ 3.¥・M・5

(7)鬼(玉逸楚箭注'8)亀高也2$下s')はJ3.皮切(民，;:，令ー)x-IL.弄切悦舟令ー)，

(20)訊(訊令也 222下/6)C幻息守切(に君l羽田).*詳?肉、森内切(内特令ー〉

(21)沫(沫泊音量生J 6'1-3下/6)凶Jcf (8).奨純白〕荒内切(攻略令→.cf.虫td字注:

官:'0)事百沫或作瓶 (210ム19).

(22)沫(キ之、磨門沫椅 2.10上I?)(Jt.J cf. (8)，特報 cf，ω1)，
(23)品(魂礎品企J..十七貌村上18)(;幻ロ~切c5主繍令ー)又於足坊(影え令三j

(幼持(重F玄冒綾諸国持凡圭~J.，~曾 /79 下/'1- ')じ広)~を外切(匡本会一〕緯ょ卒-It.
~ 3.2.2・ト2

(2~) 冷(干し妄園奇書惇'e玲令i手3也 ♀62上8)はJcf. (24)目づ 3.2・2.1・2

(2b)品(J迭を不平之貌 100下/6)民]rJL.:n:.双ゅ(主主次会ー).焚足下 以]鳥賄切
(づ彩賄4トー〉
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仰碍(bát~替続投主主ふと貌2.57 下 8) 民〕乙すも宇(牽;b}阿ニ〕ぇ、も賄均

仰イえ(説大'B-(.え女子4己主キJJt.同 2'13上17)は1イ也特均(造ネ令ー).吋えc広〕イりト
切(主主本令一).cf. ~説文」

(2?J持 (持i司也 /伴よ6)じ幻 c1.CI~). → 3・2.2')'2

主来 摂

3r" イ巨 ，1、R 〉え開

A 青 4~ j~ 

匠 下;え歯と

えt ;ι 図 法令

智 Jt本末

本

f幸 J昔顎 j盆

JE寸噴

敷悶主夫

Jι す寸土分z 歩之、 第1)

全 す勃蔦2)

;育、jえぢ彰

o)j 音門才" 莫本;き

端 丁凡池

丁、在、 vょ~2.い 1)
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唐代南方音の一様相

造 。」之官主r，[長l-iH イ也jえ J失

A 同、， {走λ ，1屯 イえ才主 j屯

款の {えネ j:t

え

本 ヵt-命4) 境骨石孝

持 子牛樽

芋2

;青 七本 J寸 七、芝、卒 2

、Lよ、 蒜-*'月旦 先、在、草

丸 T JL、住 セネ gt.， 公Atキ乞

昆t -t;-;え j目立

年L すl'i忍

J~ 青色

ムオ

j主 号本金 寺骨骨I

，困 為七

企間 寺5't{億)

主え 唱すま r品 xiH i 、色。え

。広報「恥」ド作る ;車瓦

此 呼;ぇ含

→台、在、す
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北大文学部紀要

胡本 4見 2I胡困?函z

;l 2 

士.~

イ長哀 j平

手本)~

下キヰ~

一頃品

胡、Zj且

烏骨建

ι;之 o.!..
於、急 4

(1)幕(弟誓亙も 6?2.下13)凶敷今七万c幸物令三)又才味坊(守未令三).焚宇 L止]
f官、;えもJ;(.li5え4トー).01. Jt韻 d

(2) 嘉(杖:目時哨弟 /28ム12)C広]cf (1).吋字肉薄;え切(並j互令ー〉

(3) 款(款国~怒貌も /1品下/)は]者1Jt-¥;J;(時究会ドー〕又都困七万いら号令ー〕
~H2.1.3 

件)-;合(込冷輪車孝之手足 /90下13)C広〕手連句c.t詩令三乙〕

斗」オ;夏

来 十百 斡 品

考 才三島l状1)

柑遠権 2

Jt I夫亭j1-.正

4夫zh
;青写肱:
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j斉代南方音の一様相

明 莫T ゲ〕 某幹 ii3〕

+失 L円 叉四斗)

A、町.L 守旦豆、島 了 i主沌
A 

者r~主草亙

逸 v上す主主 咋，，5) イもる間

λpふι? {え蘭主主 す己主 w主主(，) {え旦 j主

主主の

方JL }欄 カ達争!

閑宮〕

材 青うぞ j荊9)

{え 才Jも v賛

オも呼lの

¥1:.‘ 先安女持ト 蒜亭l椴

;l t寒竿 古早度干 七JL ~Ðt 3 す基。乾

す干幹11) Ai年 "Sf 公主主為13

ム、千【EJTyケ 12) oJ4tA";肝ol'ih 。」主音j1"終'J1ごfい

j主 苦且 イ干了 Jt込時!の

工ヰキヰ

よ争J特

成 ロ41旦"¥1支
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(!Iす寒幹!の 胡旦閉 |す~品

戸旦，1早

戸イ旦 ，f早

イ苛旦 才干

す拝才f

彰| |す持~.妄 |於達顎

\~1 換 ネ

暫 才-*豆大、1(，)
j券 守安'1 叛17)

Jt 音量殺 蒲味;宇同)

1事 歩本政、

支

青Jjく文、

llA 支宇漫

主高 丁管ネ豆!の 丁高し 断 岩v7f;--t長

者F員し 金え
A 

造 イもそ号、 ;品 す李 Aえ

λ:;t 大丸争!

{主著え圃

tええ梓
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唐代南方音の一様相

政丸梓

;厄 抗菌し軟20)

ネ 昼端黒、

材 手九生堂 ヰ且特撮

ltτ 錯

j青 七坑荒 鼻持株

4え すj賛↑賛10

，¥与、 先丸~ft:

守酸 4吏

A上 4上毛主全22)

A 公、設監 エ喚霊且 七j舌 j壬

す号莞 ヰ舌

4YL 29 1-1合時

j事

令紛

匝 胡官莞 2("1) す換 jτ2の

す桓去え

す丸、札

(1)秋、(級車'1.~Nt.t 2'16ム10')肉薄様切(並木令ー):i酎反.x)事稜女生三氏¥又J官、八

切(主持4トニ〉、疹主ちもwUt月令三) ---，. 3-1-2・トl

ω平(孟康法書j主官僚札也 2.1;'7下，，)CAlポヰえ切(明;背令こ)，
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(3) 長 (土重量平+!-也 123土8)CAJ すτ切(1l，月十:~-1トー)工会、具友t;r(勝司王令三〕

(4) :1: (ネ丈平~I寺井壇受合\ 115 下 8) (えJcf (3) 

(5)嘩(本文:嘩喚迷子手 u主]金制定白放縦ぇ貌 2幻よ1'1)は]イ也千七cr(主主寒同一〕又

占Lも切

((，)誕 (嘩写生i亀子家番号設画放縦え若丸立主/ム17)凶Jfえ干りc;t*-t滑一).発言五L c.f. 
F革官し

(7)珪(キ火、平不層心豆受令 115下8J 珪蚤t+f也 123ム~ ) (広HA.干り(定烈荷→.

(8)閑(ネj:::如上七閉 3!i!fム1'1) c広]ゑ千切(ネ寒|抱一).焚来3C幻宜~BP~(宇ヰ合

|荊ー)， cf. ・ j主青i"，
(7)淵(壮t1:左判事;主百捧;苅も 2.!iO上7)[別手イ山ゆ(精f↓|羽田).JZ昨Jtt71.J~苅

切、子成町奨;賛?(AJ刺Bft伊(材輸問一)."f W l:-'t責」
(10)呼(特B"特桝え却土/7)は]仲'l7(榊村).J<.会初.七内旬、森内
切。勢百賛同]守」争jゅ(予定，~同一〕崎唆員宅争点作咋

(11)幹(鋒.;e韓苛章令田幹:.f~ι38下 13)広]古'f*;r(1.斡向ー).

(12)竿(竿箭幹也 IfIO下/且〕は〕古来切(止寒|荊一).

(13)持(説文百府謹誇也 80下/心は]合法切(正木4トー〕務擾 → 3-2.2・1.4

(14) it (杖:掛l震慌時や時刑判)c広]古来切(上刻一〉
(15)幹(卒文:挙井幹而未キ 2'1下3)(広Jcf. (11)，焚特凶]胡喜子初(匡寒j洞ー) cf.特免

J喜V説文通お|え斉」・

(1的Jf..(糞F玄国政~-\l己 1'1 7ムIS) は〕薄扱切(孟本令一)，勢変rAJ.:Il:.~ζ切(暫ネfトー)，

4牛敦戸1i'tt文通勤|定J九.

(1り叛(妖猫主主~ 39下.20)民JJ宇ヰ切(1t，換令ー〕奔イ也圏 ~3・ 1.2 ト2

(18) 5字( .;与え・歌霧;む宇 8SF6)は〕薄jえも伊(並jえ令一〉

(間半豆(-tU畠百土.R;lら領経常也 '131下20)はJ1Z皮切(守慶令三〉。特娃C幻:tp管切
(.>1あ綾令ー)， cf. ta&.5主.
(2の軟(牛J.:~ ;，冬余軟弱 363下/ケ)同]而充切(日調令三〕

。Il借(~;i.;U長室主主L‘E ・令賢f費負â' s6!i.1.t6)凶作管切(特設令ー).持才賛?

(22)蛤(説え冒Z全蹴也 I'1H/'l)はnJL戎切CA主冊怜-=).JZ将イ合も宇J主縁旬、
(幼莞(波書官高岩F蒋支え~--- lf/6上6)以〕古九七1.7(，t桓令ー)x胡τ切、戸板切.
併)令()i子百円令操持天・ 385'下3)(広〕おいw(え泰令ー〕ヱヲかト切

(2のよ官(走者帝国--5<.旨心、湾沖:)I;.，!5!.22Sム I~)じ立Ji-玩」切(え換令→ λ古九均
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出[代南方音の一様相

主夫 摂

'""'不，..，. ~ト 主克

考 すイネ鴨

L 蒲111 地

;呆

主あ す刀"，1、ゲ

i左 v土刀特

;，斗[. イえ刀鞍 {え到喜:

す逃?命 守手 4ji

本 守勢手 主主 i主株

(沖) 間平，¥え

支) す走株

学2) イ主少主3) 

ぜ~9V A3来

A;与

JtヰlJ却f}

;青 議走，1ヰ す株 i生

4え 帝普¥Jt2. 

{庁}

，¥:.‘ 先平 t十

J蘇;t ~イト
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1..1 |台自告主島め

古老喝 |。広報 T亀Jドih

、主、-すT可 Z

{;e!} 

JごムロS) 

ヰ寄り

。自舎の 1 oAii rll告ol-ih

決| 菩J.) ;[寄

主主|牛島 A主主 o).;::ur巷01ζi'fT 工寺界

akl |判手も

匡|胡品斗 胡i主主再

胡さもて~

|ι主要 I ， ~J') 大8)
女孟 於]'1] r奥z
長夫~) 於報?臭

(1)家(宰写室深草乞 2'1/下20)は〕蒸靖り(来斎l羽田〕ス主F撃ゆ

(2)骨(命誌主、盲学/時開銅:、倒的ムヂ〉同Jp怠帯切(J持阿国〉

(3) 琴(キ丈:搾Jt浮浪付下ヂ〕じな]昼、も~Q(t篠附四)x 才竹均.

併)錆(サtr5t寂叫也 17'1下17)院は肢もw(Q静岡ー).
。も ct文:河j抗告jB干命島幸i雲、 100下ヶ)c広]胡え1;)，1(liGも嗣一)スセをゆ，
(S)椅(形性材格悲，t幸之甚も 233ム旦〕は]等法坊(決時尚一).

('()時(蒋写生百冷i手‘大も 100下ヲ〕以1r吟」胡;tt)，l(匡114-羽一).

(8)大 (キ丈:"j苓不イ北大 IOftJ"/'/-)凶1鳥時切(彰哨司ーh 於*"?1.於兆切

(9)長(ノ財産百長長も 8'1ム/) C幻烏到坊(:f:.i号l司一)，
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唐代南方音の一様相

果 4斐

号交 寄 箇

..:it 蒲、;干自杏

明 ;r可廃

達 すイ也 :H乙1)

λ，..，と， {A i可 ft {;t-i丸、も 。JL:.tJtc)t，l'ih 

。酒色2) 4も3)
o}.主tIT批.I'ih

iA} 董 徒寸 4も4;
度達 60)~乙

j足 歩x可知F

本 3吾、可石可

埼 どイ苛耳差

供 材イ可 4差

.¥ム、 、蒜可婆

i主 苦賀軒

長 .Ly 肱;

すf転義、

私、.L

よ札 0)玄積C:f見，1'iH

区 てi} 苛

J官下J んす却可 。広報 r事.\之1'F~
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五 果 i通

有 す波」キ

忍杏S)

端 T;果棉

i主 イも早 主ト イセ臥 -k1t 

法大升 守唾先生

~ 来主主

方尤五

高止

精 祖 i邑梓

オ 七支 i芝

λ 古車人 裏

;主 菩手l7 ~茎

呆 ょ~ t{t 

匠 すヰt号彩

J，下Eノ.， ι臥ち早

(1)持(麿:雅冒4也514己 13S下/6)c.t..J移爾切(影紙岡田)又七、支均.決ヰセ凶]tも何W

(主主軟l司ー). of."皐音韻主...

(ω2幻)脆 ( 王i亀主百画酷もj若著4也白 且o∞0下3)は号-t'文七切グ(宇支|阿羽=)J<.又干移F雨も切方@耗骨tc凶広勾JI徒主5河可pヤ均宇
(え歌|荊ー)， of ~!哉4

(3)花(本文は金北紫.5'3昨日)c却すも何切(毛色号夫同]一)又ロ土蓮切.焚北はJof (1)， 

cよ特妙Fお i前日Iv-'l
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唐代南方音の一様相

(4)持(説文百持支もユ8下Z巳)c広Jcf. (3).米牝にf.(3) 
(， 355上IIf-

。)峰(試丈百碕似，k;春、殺~付上 I )じ広]寺;1'切(1.ヰ亙会一〉。持婆じ主〕十字本切

(宅付令ー) cf" *"1責」

Z i支

在問 ;事問 玄関 生手間

誓 補;E3幸1) キ古;ふ -tl 
j考 4ト均 ;寺 普某 tピ

" 匹与 3企 a-/前 Iヰド;寺

jt す:;t十
4) 

jl5) す薄: 自足6)

蒲、壮イ才

守{手十

莫勾宅 某瑚;弄 す菜室支

支 ~t 葬'1) す弄 j主の

主為 す煮詰

逢 !t主F閏 イ士主~ i玄 イ也 ~ì ~五 すすもを

土守 )i主 oA殺 r1手yif} すお。エヰ

ムF之Eー {主主F蕗 大胡 j事 {主-5flh 大ふ度

右易 石孝 2

音底追の

~!t. 刀胡う哀!の

-t JウF主j:t す期間 11) すJ長閑 本ふ、体
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奇的ヰ主 (~i -t-:k--忍喜久

石艮♀ 音与

)~ 1¥̂1) 

ま

問

神

す互主浪

キf 子朝、担 子本件

す作杵

{え (t~会存

す撃ヰ

L 公主Vi主 すみ E主12)

す宝Fイ尤 13)

す岡lJ lえ14-)

i主 苦宜F坑|ゆ すA襲。哀 苦3主主頁 0)主1jr-寒Jドih

主主 ゑ;宝F叩 工会，1亭

i 主F叩 2 i 洛、持

i 岡lj叩

ベ吾主Vi'p 

す叩半共同)

匡 胡剛 {Hif} 胡期 〉、λJl.2 胡J写 j固
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唐代南方音の一様相

fj| お却。状|川，~ ~言挟 |ん;主主

Jt 

;主

司え

E 

fj 

。広報「状パ'fl， I 夫

ノ苦ふ

す光キ責

ヰ丸

すすを 返

せ

」HLミtLz JJ2唱すL 

y仁Jt主L 

立主

す校中聖

ιすそ 江 z

L期生夫 2

咲

j夫

5l令

*:l. ;li費

U手法{飢i
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北大文学部紀要

(1)衿(玉逸楚静注 一回衿ijf船 /93ム2)(広JJヒ期ゆ(暫湾問一)5<.卑皮切北孟均

(2) 塊(斡高官、制、l迄之片言持聖ノt斗官自足耳 2将下s)c主l-ti白り(湯河同ニ)又イ也ふも伊
(3)泡 (沙泊飛本も 8/下13)広]イ芳みもw(lt金事同一〉止も ~ H2'1'2 

仏)小包 (説文則、同jもも与を雅""J;t-，I、ht宇也 /2if-下19')は〕普イ白切(;寺間前ニ)x+:1t七九
持 ~ÍI c主Jl'芳みも'11(草生幸|泊一〕

。)主 (ネ丈‘去を尤，Jk鍛 /3此 I?)は1;育坦り(.;並週金ト四).発待出J"育5'-切(並定問一〕、

cfネ駿声 li'tt;Z;むか肉声d

(6)塊(}長清田芳見7柿T也 689下/6') [)Z.Jにf.(2)。焚鼻、 c.f. r ..J.宇J!..n

(V)葬(芥1'1責大貌見下/0)[広〕挟主月七伊(明;11福一)又互補旬、支号切

(&)兵〔キ丈鴻掌;え芙桝下/S)C幻其主F切(胡ノ寺岡一)

(9) 退 〈主主主も 21{，下/)c広]徒>~坊(定之|司ー)

(10)定(決濃;宇治も /8if-T.(， )凶);士Fi切(日珍|宿三〕

(11)悶(減双殺到暗主主主t/73下/0)肉、書官同(ネ母l司一)又ネ之悦美明 4李3L3主

(12) g重(条約主制使喜子立た /6/上心〔広]-6主計'-'"(日か号令ー〕スロ可$--t，>>(脳刊-)

(t3)仇 (イえっ宮也仰上1)同〕寺j良t"， (決定同一)

(件)院(本文:，~tf.えE命Íf“下/口) (広〕苦浪均(渓:{;I羽一)旦定及切

(防)為丸(~九退官著も 226 下立) [広]寺jわw(法定l羽一)足早庚切

(1&)私 (荒鞍必童市也 8/♀上18)[刻々抹切(え月宣伝)又準~-\;，l>(寄鍾位)

(17)状(牛丘三'U欝{宇ヰ菌禄挟 257下8)(広1r .t丸於前場(号Jt:1羽田)

流摂

iA 1写 10ミ

考 才毛v;tまー

Jt 芳三幹ヰす1) 歩等生す

明 1:使番2) 莫ロ喝の 莫蓮寺子

イキめ

主品 丁侠 415 都道味5)

iま イセヰ責主 イ也豆止え 6)
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府代南方音の一様相

rλムえヲ す亘夏キ合 イ走鋒月豆

すi 月亘 2

i」主

状~)

1F 

九 士又孟 持

'*- カ俣ま妻z エ与号 土妻

カ51 ~妻

持
A 

子↑主干五 す奏え2

ノ、上月 !-号車 青j長ヰ長

五 側溝下平日)

予伊 物事遂の

見 -t1支奇7 古右 A でぢ{長 宮支

'j守 青土足-;tfo-

す溝宅7

i主 ヰ吉4え 孟ロ

主主 i等{高

よロ鴨

成 大ロ ~r，子 火i左誇

二Z.li.走

臣 胡 il:4民 1-1正受
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初 1~ (K 

才ぞ↑柔;，亘

北大文学部紀要

(1 )持(康雅吋料圭也 803上16) [広〕持、謀i;，.Q(.:t1c:1司三)杖也… ~ 3.2.2.3・l

(2)埜(牛古t，魚異主半整吋岡山叫)cえ〕武夫切(目減くト三)断伝智義亀苔 3えす4-
(明記l清三) → 3.2.2.3.1 

(3)鵡〔牡:戦則氏 20山)(広]丈古川峨ド)斡品、弘信.づ 3.2-1-1.3

併)イヰ (釘玄周桂注目イ宇与も 19~上 2) 開1其;字句(唄.t l羽三)'*も均也事F也‘-，.3-2-2・3.1

(5)味(説丈百宮本ロ也 或為b半島ロも 2.51下20)は)V歩救ゆ(犬。有l羽三)烏ロ→

3-H2・1，3-Hl・2

(6)状(ネ文、史倒技Y情報、投与?下10)広〕度イわw(足後同一)乱也寿也 → 3・1.2・1・4

(7)技〔半次:察安於令投.2，8ム18)C広]cf. (6). *逗広]副長切(町長i羽一)• 

(Rl W (庄司t冒~角~ 271FI!，)じ本]側品切(ぷ£尚ニ)j:V.ゐ-9院もう 3.2ト1.2

(9) ~茎(牛丈‘昌孝之還付下 18) [去]や救切〔示。有|羽二)逢伴-'8努也 -"T3.2.H2 

1f 摂

登開 与問 占登欄 待問

Jl 蒲'JL 葵♀

担保J

J写J七時

端 丁歪fr登
碕

岩F王 O;¥;f. 。広報「降:.1ミ11'る

i乏 土登 ζ登1)

え，品、 す歪F4E登
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唐代商方音の一様相

来 え登手交

靖 子育ι著

ノ、上月 七~V "J1' 七見，/戚

{え 惹登ノ警

す常咋 2)

λ す登F互

、持互

すJt J[ 

(1)栓(栓猶釜也/位上9)[広]右F郵坊(端峰l清一)

(2)咋(噌法替も.233下3) [広]楚耕切(や新附ニ).

成、摂

芋 忍; 4話 e臥 Aロ¥ 

i主 ず探梓 土令官答1)

イ也念入 繰 2)

λpムとヲ 大令埠 快感苔 イえf令子t

青t 草 主主 。広-fl:i主)二1h i主

Y苔 空 3)

3草 。J之官jr剥，1'i'F.;， Oojii<4-) 

買甚2 {え~ 7J."-

す沓平すの
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北大文学部紀要

九 す南キ存 青州、訊

.t 才令学 卒忍(.康6) カミト持

カ1帝李 才苔~ 1苛

ヰ本令嵐 。 z社員 ~ìU ミ i下る O~~ど)

期苓手主

4首1送料

央官 長会;土日〉

澄 主感; 官甚 9)

;青 λこ愚 'fキ
参|の

怒 11)

金皆感ド手

ノド参

、1二、 蒜芯キ参 先令、私

索令、取

手瓦

。λ之官l"->i及パH 思&2

さを

思令匙

A す令ゴド

浅 対批准 *関車広 苦令{本j
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唐代南方音の一様相

員| 1-.3:.感領 12) よる友|ぬ

石甚|の
0/計r友パh i 令。岐 15)

斗試合夏 16)

成|大合谷含 |大令改

呼令欽

匡|す令 jゐ 胡感金支 下闇令17)

可ヨー キ感
0).之官主 rJl:.1ζih 

認

z 
影| |ι感; 習字 I ，~令何!?

E奄

U 斗H!z ?) 

間20)

於忍; \l~と

ti. 1丈 闘 主

端 丁ヰ丈 、耽21)

主主 ロ土暫「 故 す椅斡幻〕

λpムと? {え耳え淡 3 {走濫 j毛2

大京決 ，1毛

i主;監港
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北大文学部紀要

-*- す賢 ヰ覧 カ暫 ;監

1主 カ整 3豆

清 七1丈 体功

JL す耳文 キ敢

4主 菩暫 H敢 苦闘ヰ主

成 ロ手せ 君主 火耳丈 長叫

Aま廿

匡 戸サト対同 胡敢 ?廿2{，) 対胡刻字おキ'*1;も且

焚胡せ。決t2の ;胡木津匁)
。広報百!!x作る iミ(下村ミ足手3色丹主こを

c丈t、ofi戸サ切(同!;l

(1 )落(計攻冒悲号M-常正夫.t.曲も匹也 {，2L1-下11)は]吐主り(透主l柑-)悲然忘凍

も.→ 3・2.2.1・1

(2) ，Y! (爾殺百末才和七日、を号干上七平行業毛布之、青草却下11)は)".土金切(逢主両ト〕比
目、世.:N~み~ 3.2.2・1'1

。)害(戦士tA.波丸 12ム告)同]丈甲切(澄1V1羽ニ).x.蘇令もi'l.~と渉句、胡平均
下司

仔)羽車(怒沼幹部ヰß1!駆逐~J乳 92下10 )は]徒主切(え主同ー)池利づ3.2.2・1・1

(.5)牢長 ()j~"'X杏持も/仰下10 )民〕イ也令切(透令J訂一)平;ft.~ 3.1.2-1-4-

({，)豪 (吟豪~貌も /15下主〕は〕カ4念物c*寝間三)‘
(7)砕 (A芸者4幹部制章、早昼過i料払 12下10)C広J'.tì~"今冬1哉、宇(宇職l羽田)

(8) 沈 (卒士院目先帝宇 l;主)/.理 l?i s~t)止玄室 jヰlÎ之統 n下15')c広]直;草切c登i安|荊三)
又主主寺そも'.11.弐併も'11.味Il;色C孟]丁令均(埼章l羽-)"-t走令t11(定章同一).-， 3ト1.2.1
(?)、睦(務類冒匙j早宮もも 101下12.) は〕徒威切(定&同一)主賓室え ~3.H2.3

(10)ーネ (今詩ヰHf主貌 263下立〕民]念令切(;貴章l可一)又七掛町青年せ切、走等切片すもF

(11)巷 (正式t連会越4幹部?立下10)は〕念令りo青空l羽一)迫害荘
(12)領(康雅百合夏重量也 31'1-下位)は〕胡穿tll(匡章同一〕付月五切(置、別損一).骨質はl

.1;..，感均(主主;車問一〉 ιF‘'"jf，.竣」

(J3)定 (瀕tif古冒定u童話手t'281上?) c刷、負及均(及、守間三).
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府代南方音の一様相

(1-ω碍 L柱石子高貌 100下t.lは〕生v林切L夫ロf長岡三).味峰山主忍;切慌尽;訴lササ"')JX.. 
(1$)ム及 LttH畠百ムRi.，貌も 135"下/3)民JrJし寸(13)
(Ib)合l(ヰ土預左氏i専注目合')(4畠琢也 17円/ょ)c幻寸、12)..，.，鎮 cf(!2l 

(17)令(キ丈、井炉上令 25/よ3)は〕胡男坊¥Ii:t尚一J." t1令比liM甘切(直勤i羽一)

cf. jト写生J島Ft丸文通!，'I定J島」
(18)勾(謀、主官、細主3州為賢攻守決ー ω上20.Jを?!;t.;貯{義冒 ;メ執金品母令r~左

イ主射 667ム10)はJ1;す切(札制約一)又{主閥均{匪令尚一)

(i?)時(時時深宣之乳 1/クム'1-， a音器1t]}貌も川ム/1，}(広〕為、持切(号~~I尚一)

(2の閉(岡義孝~貌 136Jo S)c広]具、持均(影勘l荊一)

側、耽(、致、宮貌也 119.l.6) C広]者Fぷ坊(主書感l司ー);宇治セ豆、也 づ3-2.2.1.1

(22)斡 (間半会主主奇も 131下10)広〕古をもヂ (J.:剣十)又古)~ト七人保韓民1 "土金切(遺志

l絹ー).cf. W草音L
(23) .1み(料百株れ 21，11-下13)防]七感;切(;青週刊一).惨時;也出料.~ 3.2.2.1.1 

(鈍)官民(散開添え貌も //6 よケ〕は]ロ街切(;射針同ニ)ぇオjz均(~.:q士l羽一〕

(紛尉(阿佐田0t廿色虎 171下s)は7支Jl"其秋切(明録l靖国) cf.;丸*七 F辰吉主普L

:降雨雅務獣尉官先手干丈5陪林表世下甘友、又と秋又一

(2b) ;，甘(庖M官対決満也 m上10)は]古三切U.;t主l羽一).

(21)決封(町生百対Bht 93上6}阻)cf. (お)

(2~) 欺(ホ;射省沈滞也 '1-91下16)はH，買;:，.，(え主士l副ー).J<."土濫切

E 誌類

シエ オ英

シエ ミ非 持

i寺

主 蒲主著立キ

歩攻略

明 莫jエ宛;

ム略;
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北大文学部紀要

孝江、ヰセi

主品 宕F角 豆本2)

丁角笠介

A 主主角 才室。

-*- 方角球 5)

昌角球 6)

実ロ
訴胡ま'1卒、記キ些lミ功」

竹角車庁
I:i'!' ~心主弘文句匂

~t、 d 丁角切(同!)

i主7

す啄詠

替え お角豆半

〉宝? 」主主ヰ主

キ童

A主 1]11角穐

苦庁

干。 1t角義官)

歯足

>:半T、 具。角才角

牛 ア方警 ik'?) 

中角帯

青朔管IJ

84 



J.I-t聖位

-tJ見 jエ

j主

成

E 

JLノ
，下J

唐代南方音の一様相

エ阜転

JE角号、

寺角先立♀

ロ千幸 {fi) 

o A-ti "祭)'íF~ I胡角;号

Jt与脅さ

ι号返
す珪長

(1)棒(立文冒爆土台也 19D上I?)(広]j七角切(帯主l荊ニ〕火J'!、 →3-1-2.1.1 

(2) 王手 (雨雅百王E玉、目玉永 73ム7)(広]竹角切(夫ロ支|相ニ))台玉¥~ 3.1.1.2.1 

(3)笠介(草子宮斡為鋤斡於堂下制下ケ〕は]竹角切(か士l司ニ)削也→ 3.H2.1

(4-) ~歪(才士官搾持も却下17)出]直角均(;登覚!日与)試も特也卓也→:3-1-1.2・3

m 蝶(車球，~t異也 S2HS) [広]在るも'.4'(幹事l記ー)旦均等も4'，長峰山岳角切味

覚l泊二).cf ")主義ι

({，)蝶(a主主筆4猷員絶也 21/-上ι〕はJcf (1;).特"cf. (!5) 
('1)連(j主蝶泌が色也岬上6)同]料切(j時令ニ)"1l1I!ιゅ....~ cf宣言(，t1お
(8)蒸(.t-J::J::義之片投角川7)は〕千.tt4'(~協同ーh~長七人様持同士角切(朱

う制ニ〕耳k虫箔也、主具、l戟均(14'T!i¥詞ι〕車、l也圏ti-'e.主主骨董も → 3.1.2・1-11

(9) 坊(牛丈捜捜i警扮(;主J+~也山上7) C広]ヰ目迭も0/(にす岡田)ス所支均

鑑 1支

イ土開 笠間 まト開

暫
4斥 焚 4月ま件ι:f-~ちI'S希JI;
宍fir 1.ヰz 薄;僻秤 2

作告(3防上Ibi引が:王手

令市買拝 と3tめ之島~.む

{え I住責せ1)
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北大文学部紀要

A，TL 、す業革 。広務支ド{同

生 ffr解 E震

平徒

片蟹;裏2(41)

対l'農

議2)

j西3)

Jl 」官佳街 i;-買罫の

解

よ解5")

主主 よ解日是

匠 一昔解 よ解

号笠;解

~ 於iま吐

す開 、験問 ，fを聞

Jt 薄Fす排

l1}j ー昔埋 a 莫芥イネ6)

t京 返芥蓋の

品句土L 保lすl'3) 
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来 士F皆(骨

見L すす受

J日~Mロ，t;al::. 'o~月tぇ~)

;主 ロ1す jす

成 許す{希

直

旦早ノf 

{圭ふ

見

E 4月虫骨量

主，FEノ1. ι侍ム3通

Þ~ヒ、~

A 主文Jド裏目

j主

:J) ι~ 最;

口

唐代南方音の一線相

蟹令

。広報r皐，¥ミiiT

.耳変令
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下介蚤

乙戒、 w芝、

一介斗10)

まト令

す卦 、主主 11)

胡士ト 、栓

，トを令

七|を魁 13)

主~，I，丞骨l

夫
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北大文学部紀要

M
U
 
(1 )す(説文百惜目区!I!.11-3下lユ)以J}美智ゅ(従事l前田)-"1'l til均(従雰l副四)

(2) \~裏(緩網対主的J失後産M ω上l♀) [点]片A奇-t)>(生，~~I沼ニ)

(3) 汚 (毛主百舟濯も 6?3ムりはl)t桂均(、見、芽岡田)又所責i>>>(主主卦l司こ)i画時一。

快走 L広Jt可蟹均(主主11りニ)cf. 'l1宣ι

(4)罫〈剛罫守夫錐も‘/叫上/仏)[広]古音切(え卦令ニ)ー

(5)鼎(即:its，ト心Z状山田」得作上1)[幻胡下)](匡藍同ニ)、

(b) イ未 (孝、.~~鈴命決at長之さ軽s1"*-'" 33下20)[広〕莫誌もw(明夫fトニ)イ常体→H2LJ

(マ)董(謀者子邸商法百.. 介刻、i1f也茎尊苓|司 叫下13)cえ]差キド君(倣州ょニ)キ主
---r 3.2.2.2.1 

α) 努 (牛文相宅再予ト乎球主主玄 117 -"20) c止〕体系均 (fえ剤耐四)又庭訪ゅ(従事下|司=).
発脅は)1J'1時切(非同ヒ同ニ). cf. Ii' J.之官~dI

(?)帯(萌帝京替も 1'1-7下11)広J/i ti!'t4' (従事仁l前田)

([0)喝(社:捗人教砕流毒 12'1-下12)C幻於特例彰夫同ニ〉噺棒→3-2・2.2・1

([[)赴(本文、石巻不特仕材上1)民〕寺、喝切(渓怯令ニ)又胡圭ト句。長柱 L主]古貴切

(;t士怜ニ〉、 cf.Ii')草書」頻師古え

(12) 峯 (坪発旨滋;巣平子-16又重里執 S?ム?)はJTJ事t)j(匪や令こ)，

(13)魁(動対豊3己注百魁4省首也大五社'tUをす持定所も ユ(，1;下II，L)[広]菩回切ci主*-
令ー〉見当同一国;ll:;ヰ星. くrJ4tjtll1ζJl..えEい又音〉

心 摂

冊l閉 5'trlf， 3ネ開 全害閉

A 古J枝管 居Et特1)

匠 すキ害 ζ害心

よ早EY， 一轄轄の

喝の

↓開 注開 千問問 yt開
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唐代南方音の一様相

;手 与ノ¥ら¥

Jt 包克押

A‘土'- F且、県ヰし

1'4' 物差鐘

メ'T与、 士簡{尋の

士 H~ 枚

幸弘

す枝液 。広報「威川い

-t左」是 」目主-JRRX々 ム』下?て訴ごし

L す閑 H問 エ支閉 す入技6)

同j4- t支開 平、時ネ支

;主 菩4しA買もの

主主 す B~ 番号8)

t; すそノ¥夜

ι異変
ふし 2

鳥入会し

すJ也Fし乙 '/) 

| | 制令 | j苛ふ Z車令 主宰令
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北大文学部紀要

す 5正般

莫片瓦苧

予伊 ぇ忠基

1. 七、老、事 古5t--t1! 

主主 よさ蕗 i 舌lJ R1l 

匡 胡間関 胡A官 Hえ 胡.!長 j表

下収 I~閉) 青宝峯

斗~~ト 注4ト 手間令 、時令

失u 3長;骨宮lの

F歩;芳イ芸ttll)

A 古頑ぷ命

匡 下持J..7

(1)持 ( taeB持探k.1似上19")凶メ吾首坊(え背岡田)又古賀ゅ白
(2)碍(本文・建砂喜之友 1'1-2上18")山枯金書切(~燐|料足音、!ti>>>.

(3)特(品格車替も 136上/立)(広J-t~主切(えるl泊ー〕ー

件)崎(松:建吟石幸之品川上げ)[広J.:)主義七万(引l司三〕ぇ菜7'1切(寺蒔1羽三)，

(.5)慎 ( :Jし安国世むさ百信之也 μ/ 下 I~ )同〕士中切(イ争中同二h士事き切。券偽[広〕

士限切(栄丞|副ニ)

((，)挟(捜主主も '1-85J，.1/ ")加え詩句(叫Y官、岡田).発裏、は]古鳥i>}>(.{‘時l副ニ).cf. 

V集積4・

(1)鵜(説文官県鳩是曇72.ム7")(広1 古鳥切(え熟|渇ニ)旦-t/官切(~官「岡田)

(8)齢(本土:込弓鱗吟校齢唆喰 3?下ケ)(広1危害切(主主桶l伺ミ〕
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唐代南方音の一様相

C?J乙 (方言官、乙持也乙難忠之統 2'1-7ム/♀〕は〕於筆切(号'世間三〕。対車し

(10)亙 (設}c'a宝物A穴十丸 17ヂ下$")は〕竹イキ-¥;;u(知体T令三〕

(IJ)弟(町ft.. 新王業百科大知合L寄飛とll~~ゴ「沙;見 守Z下12)C主〕丁j青均(端1.1;

4トこ〕見を -，. 3'1'1.2・1

致 j英

YメI "Y} 主交

寺 青むを

ょラ 匹孝石駅

Jt. 薄:交法

~ 

歩色九色

す庖反@

青ロ色 1色

日月 セ J扶 AJ7

iま v土款越 1)

;疋 ま又交 設立〕 女又エ"7 ~.琴 女文教ヰ支

乃金色守主 ろ孝 ;半

キ アケ支 事I

主F支 77

失v 竹支》も

ィ言t -1l:寺井

主教桂 z
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北大文学部紀要

主孝搾

女.R- す教挟3;

>>- + )I( 査~ 4) 

う長 全且支 i葬}

ゴ主 ア庁支 l.ij} 所卯 j主5)

ヰ1

オ1

育戸生、2 

λ 1ーt タ....Lこり~二 +):7 -1ポ〕 すヰ支較
兵、』占，入、

す金色 4支

i主 号交 ←壬?) 

ス事官〕

育支
決胡刻キ，;t;キ共1，不え

1右支高支 1，1下るが;主芋はもめ之E

耳主 寸支 J孝
8丈む

支鳥の

y逸

キ
奨古月主体尤特ドj1r，，4'

去夏 l'邑 r秀札lミ jf~が渓芋

tl'; 可-
ιt&めふ丈l'侠u、之ち

己丈む
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医

主ノ
早Y

唐代南方音の一様相

火支地

咋

胡卯 j受lの

古月 1支歯支11)

胡 fJ ~骨

ん支長時01、L、技鴻

(嶋)

(1)越 (牛お月発;ij飛越 88上μ)cむをま士坊(係数同ニ〕イfX ーヲ3-1-1・2-2
3-1-2・3・1

(2)設(牛丈、設議議咋異端折走S， '162上18)同〕安支妙(貴闘同ニ〕手も足、.I-lJ手も。→

(3)検(浪均四校暁也/23T?， 'K検知宮!U是也叫下18，キ丈柔桟妓妓[引
事~J:量百守す世支持長望遠ttも /32土存〉じ~J 弘主丈切(泥放同ニ)木由づ 3・ 1 ・23-1

科)蚤(ift尚子菅生L偽夜掠蚤察をt-'1'1'1土/併〕凶1子Hもも"，(特H告1凋一).勺L
(~)波 (牛丈;礎技i警枝、01)7ド月ずも 252.土7) (広〕片品も切ほど|司ζ 〕

(b)才琴(対本偽也仰下J，L) c広〕古希切(1.唱同二)xオ*"'-'
(7) 杢 (茎琴~5草手t 27/下20)はJ，l;--t.品切(え膏今国)J<t圭ゅ(匡斉会w)
(日)嘩 (キ丈，)草年巧え[;主J)草主主貌 25S下12)C広J!t交切(Bh首i司ζ).

(9)鴻〔軟=1罰金も式典 2叫 20)凶古肴t->>(騎同斗.

(10)堤(牛士‘境技浮持(j.主〕水喜子也2.52上7)c止]古巧句(え巧|荊ニ〕。

(11)猷(説文田猷蓄す也知3下t;L)[広JJL巧坤(主主."YI羽ι 〕

↑艮摂

F再開 、再開 ネ再開

j守 J普華花

守詑持1)

H月 tJl髪
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北大文字:部紀要

5;t 松戸芋2)

訳本苧3)

失ロ 叶立ロ之

体 -ll: };tJ イ之

j登 liそ士事 主主

精 子オロ技の 子夜 v背

秒 楚オロキえ

，干ち、 イ士雅杵め す止昔蛇 6)

士雅キ差

JL すオロ駕 t雅ムllf{?) す平家椋

i主 ロ豆 r蕗

主主 す牙ヰ号

街&)

Hえ 寸和風 ロ手雅開 火ま~嚇、

大オロも聞 。A音主「続"1ミih 久豆呼9)

寸旦海

匡 胡;7u JF.A 2(AI) 

号Fi草津区

虫医
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唐代南方音の一様相

麻令 馬令 科会

会u 竹丸 i道

を10)
ff 士)Il

i主 ロ吐辛11)

村五七苓 12)

、~ )Il え

於J1l A 

(1)枠(持辛敷大も仙心は]布蓮情(制作ニ〕、駁唱えもくて広音[Q:..Iミ:J!，えない又す>1
(2)竿 (主斜里tH持狩も1f.9上/2')C広]女JOt-?1(~t森l羽二〕材採:f~を… → 3.1.2.3.1 

(3) 苧(蒼袋詰百宇中村~，也.258.1.ω聞が匂切ら隣同ニ〕舎も → 3.1・2.3.1

制捜(技枇'HI-V*:~長七 W上 8 ')以J-k-Jt7t-:Q (娘麻l記ニ).

(5)杵(技閤主義援苛同也杵集権問 符下2)凶必lj'tt>>(持金利-)"注ふもれ

特梶山七下切(崇副司ニ〕

((，)止之 (南越;志百・ ス"';事半開111:や1<-~*)争7h主主 /90下1f-}はn余うわ.;q(澄.:f.;lirlニ〕
(7) B段(貫主主園芸注目IIfA閑也 /66上/.>} cま〕切駕切(匿事再開ょ).什良品)1;えゆCt，~

|羽二).

(&)街(船三L水，~w.注目允街ゐJ" 止99下10}(訓告及t-.>7(1-1'圭|羽こ).x古持切(え怯l泊二〕町

(?)時(寸皮slf:f~e宅 7?土庁)c止]足、も切(成杖令ー)ス火故ゅ(吠苓令ー〉

(10)萱 (本文:3ト霊長室L'f7ムチ)[広);j主辛切(!li麻令ζ〕対人事号。 → 3・1・2.1.10

(11) 葦 (キ丈、宮市華南t以秒民 99ム/0')【広J".手五七七i'I(成麻4トニht1t:¥:-?J(庄ヰキ令司、胡

イL切(置為ふニ〉‘

(1 2) 手(献a-+~ね肌1") r広〕快均(材料ぇ丸子物(峨令三〕ω

口一一h 枝問 E失問

才.J.. ;f李

宵開
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北大文学部紀要

補~持

j寺 JFあ;平1) JF白

j肩τ ;支の

年格 1自

明 莫(主TJL 士官 j自3)

試作苗 莫自 すふ

o Jt音ît"装.I ~1下る す阿波

f官え 吉正庚 Oß~との 。広報「目京l三i'F? 耳ロ孟 すS)

j査ご 之庚枝

;t庚可す 。広報「梓"1ごih

A‘土;. l1私立
発上'hrヰ.11.)'1下るが

~午の
主主宇ι土もめ4とを飲t.

言午古 昔昔の

予2 久行鎗

メJ1Lス 士度 差宇の イ士官 ロ下

士白歯tL

.M格守

生 対白守?

Jt エイま7 支 古4トネ史 す格帯2(.1)

す衡吏 H主，/)

;1 号反?丈
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唐代南方音の一様相

内
54

』
一

J

h

行

ノ，什
t

A

T

3

友

行
胡
土
日

旧

東

区

。広報 rt-)'j'p， I J.. *'ふ冶

下孟 ft 胡キふ車ふiの

耕開 耳土問 品子問 事再1¥

考 ず耕才ゲ1) 浪士宇 i主 祥平守

i寺 4ト耕聖Fほ〕

小方 13)

i車干)

{、ち干j

石干

4L萌湖

{肝}2 

石歩的

，1キ萌石寺15)

技萌石平

亨耕平1.)

幹IV)

っ叫す 広{。石i山l18j 。広報r枝子作る

Jt ;事萌~Jj)j J与碍 ;車、 11)

明 莫耕 H冥2の 莫政責E t芋 llfk
千21) す月キ震
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キ カキオ 王主叫

ム宇幻)

方萌車交 24-)

方豆ヰ令泊〉

;登 主耕日登 丈疋 !1童話)

?余耕楼

予グ 久耕重手 埜士時

ょJ司ι「、 士耕ム青 Ji.d草苅2の

生 片隔~思.2の

A メ量ま ヰ最

i主 ロキt研j27) 

告耕金主

匠 宏事長紛

すヰ支 5~ 

於主持i

。広報「執」ドiFる 於平 i転

青瓦才益

口 庚ふ 吹ふ F;，ト
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唐代南方向:の一線1'11

勺1ま与
労胡1'1ネ，右宇共lミ上宇

主「子)dr~\~2下 91，']μ:

成|可椅註 ミ時ιt'&め之ι4えむ

ロ予言号
吋古品".，¥1司義)

匝|す横断1) I胡冷 {キ却|胡孟捧
才皇ゆ

fj 

T t.l-横科)

耕令 平L令 3宇令 亭令

j幸 普イト オ電

日克 v千萌幹 叶事法 2

生命

ロ手玄そお〉

え玄を7

hA 内 3の 。広報冗丸 I ，i~~

。」巷吋
。広報r4fJl=fH

庄 胡萌喋 胡李，1査

、故 1-圭娃2

{主萌耳本

す宏 j玄I

ム業
、百

Jま
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銀扮

7Pi|ι玄{茅)

北大文学部紀要

(1) 汗 (司馬彪百、汗j量%，..e.006.10..20 ") r;J;. J 符~t4'(孟決|潟三〕水名古え土谷必 t づ JI-2・1.2

(2) 漠(説):::9成品竹J主主t.2S0上13)c幻其ふ切(aJl鐸|司ー〕

(3)沌 (まえ丈百」英断暗殺 .2Spム13)(広11秀和w(主主事l詔一〉

併)喋 (字#.官 E堂主札~秀吉ijJ事冒 E章己主下ヰlJt .2S'I下10')[広Jr g宇i除更切(5登映l羽

ニ).吋堂 L主〕コIIIたり(悌受同二〕白 <PJt韻」

(5)す(す柱も川上16)I)i;.Jイ也孟切(逢吹l唱ニ〕耳F柱也。→ 3ト1・2・2

(~)咋 (キ丈;議室主主主咋異端新造~ 761上18)c止〕鋤fB切(制官|司ι)咲咋Mト・，iX'j革坊
(J¥'t判]ニ〉大喜子p 制、l駕ゆ(;i'1*ちl柑ニ)咋ti，都.--3'1'2十10

(7)歯昔(浪者百猿校筒古昔k. 11が上ρE広〕創~Ylï切(朱1131渇ニ)同誌 → 3ト2.1・10

(S)持 (説文冒宝子会主事2，，6上/If)は〕楚耕""'4>(物料1羽ニ)金喜子.→3'1-2・ト11，3'22'2'2

(1)捷(社本帝搾.;lt..gi時筑 /ι/土'I-)は1.1主計七'4'(蝉和一}.ll可ふも'4'(成金華同-)

(10) 幹(渓さす義尽?，J守幸村百以本営智以執埜も 3~下心じ広J5ふ故切(辛基4トー〕。

骨車t- uえ1 ，/;月中~ì;.4'(直阿l嗣ニ)

(11)杵(特使屯 12'1-下10)[J.l;.J+耕均(方耕閥ニ).焚掛肉j七噴坊(暫新令ζ〕
(12)斡 (ヰ尖:堂~J~浮折田吟ノ普()主J~芯玄米国守主~ 1S7下?}肉車主主均u芽，*1司三〉
U3)排(康殺百抑制民也 395下7)[本]執皮切(j幸戻|司ニ)5前吃.~3n22 

(14) 場(司、腕旨ヰ占拘盛1>810'1<-都也 127~3 ) cま]給及、万 c嫉同ニ)，ト弔問:~J2-2n

(15)右手(場盛守主主計吠え岳地抑止9)凶 cf.(14).→3-2-2・2.2

(Jb)羊(平常峨峨却下10時駒(破砕)霞ー冒前 づ HH2

(17)斬 (キえ:営草島幸長沸H弁全7町上10)広〕告~111'}，7(並えl羽田)旦薄:認ゅ(.it:青i福田〕

(!S) ，<;，崩 (キ大:石歳娘定誌 16?上昔〕凶Jr;{f.幸.Jcf. (件) → 3.2.2.2.2 

(1の薄説え冒薄栓4主上析も /16下18)C広]傍ふ坊はま事l唱ー).発4牽C本J5有平均(並
事ヰ渇=).cf. 特妙 e主説足えぶj逸主U抗ミ寺争訓j'ぺ'1快l定戸

ω倒)H眠冥 (牛丈、占北t鋒a底冥〉以又争岡 17伴4叫上旦 ")c広迄7其、控切(T，吻』持f青11阿司官)μ又其賢均‘支竜令7も均宇
似例)号号子 ( ，.令守主技足不率:持帝也 且芯z止μ上/け)cは注〕其+切(明車l問司三司)旦莫鳳も切E‘主誠~主益喜切

。2)珠(キ丈、豊p直.aJぶ騎E場冷 E出来替支大田ヰF司t.2>7"I'?)肉、号、古切(事是l渇-)，
(悠)時(専攻才言法百時」象品4是也.27下/'1}はl.u'。皮切(令皮肉ニ):x.士執り〔常耕l泊ニ).
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唐代南方音の一線相

(刈較 L較李主大経也 4幻土7)[友〕号、登"4'¥辛径i同一〕

(2~) 耳令\牛主:破砕於議 IdS 下 11. ) (広]in切(宇1-1両国〉

(26)述(通俗文百罰JiE;j!113上j)は]除草吻(失u事J柑ニ〉青も日 寸3-1-2.1.9

(2り前 (k氏i専ぃ李主~国℃仰円17) [A) fJi才-t17(.!I"i職同ニ)"-士オ切(f-職|司ニ〕

(別職(械;株主之机 I?'T下立〕は〕子六ゅ(キ悦l羽田)

(幻)刷 (本丈z 左手~.'f々村吉定略研'j 90上10)u:.)主決切(決皮肉ニ〕同院， ~ 3-2-2-2.2. 

(紛受(替戎伊豆大喚も産興計字i主n6以 0)[広〕胡イ肋(町官今ニ).勺1c幻

胡害L切(宜容令ニ〉

(31)衡(壮ー J料転車r'11.1ム/チ)l広]戸及切(iil是l羽ニ).咲枝 cf，特長声V説えよ色.1;i，¥:;t)九

(32) 件(イキ~I也 223-".2)広〕胡歌切(匡耳J.:I司ニ)i殺体 → 3'2'2'22 

(33) ;j皇(社竿Q:り特皇軍叫下6')[広]永失りCti是令ε〕拭也 → Hl・3

(34) ;j黄(構造t決免』幻上13)(広〕ア~"，;q( 由対三〕非J.IAミ!又育支 → 31-1-3 

(35)誉(者類百号音大弘之?下8)じまnt枝り(流変令ニ〕警警，j、売す→3-2.2.2'2

仰石定 〈杖:銭梓有tn!‘以晶子盆 12.0.1.8)c本〕完な」ア買わ?1(直耕令ニ)噌坊主主音 ~3・1'2.1 ・ 3

(3V)段(崎容も抑止10)C且l'~"cHお)→ 3.2.2必2

倒錯(牟士、生寺重責Jf鳴 2，{，上I心は]戸主切{置決令ニ)夫宣童、→ 32・2.2.2

威摂

A'、 i手 下合 J令

え 壮感J07Ei〕 す湛 {ot-l。広君主「主，1'作b

予17 宇グシ会主久

品-1、 士成 j受の 士法 l長

J斬i*胡あ!宅起特1;上字
作成、基

主t七}:1h(2?上21'1)

が3詩と3色め之島Eえも・
』ーキ孔各 見-b 

A 古威、拡i 古?令衿

ィピ〉
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!日給
主主|正威告 2

匝| |胡舟粒の

|於減、時 |於j合圏

持f キ監 鑑 ~If 

生ロ 智平ヰ'f6) 

澄 。」えす主r"草JI二ih 丈'f "f 

キヂ 埜¥ft中の
pよ主丁主、可士{苛 4斬

発主月支\j卒、尤宇奈1~~.1
士宇 1鼠9)

l ご i~~がミ主写ヒ主色町之2

士{主T-t皇め じ丈も、 。広報γ繰yih 場平海10)

生 アオマ ロ主

J. す押(，w.'f}

0;;::'音l~ιlLI之1h -t押ユマ

i主
長 11)

ロ衛 ュ

去桑 1蚕ω

戎 呼干叩

訴胡支*"'~主iさ事~..・
大平司

l守'tiF"f 可甲 ~7
匝 胡甲ヰ7
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唐代南方音の一様相

於マ 利
川
」

(1 )蓬 (牛次't"凌?t1f 176上/t，)は]"主，t主尽;均(定患尚一〉

(2.) 5克(没大;主F寺、大也 2!;-5"下/7)(幻士減切(帝玲|司ニ〉

(3)晴(漸族主ry.L交は1也♀?ム2，.:f-3::‘噺:皐:，x~齢'1-2下/ ) [広〕鋤fまTも以来衡聞こ)， 

士減均株主華同ニ)ス士広;"1.7.又す下写 T威<JIりいて:cf. )司ネ且!t."'1聖t宣投基母乳.n.

3・2.2.2・3

併)イ夫 (杖 F咋七豆イ史抹除外 90下/}凶]胡頬切(包|ι岡田)0 好夫〔玄〕も3令切(見

3合、|副ニl.cfli'.J.字it.n

(5)樫 ( d.a主楚高千百禅林も 27下事〕じ幻胡、.Jt切(恒雄l前二〕聞也説Jヒ百枇抱一E 圏
~ 3-2.223 

({，)枠 ( ~IJlさ条者同社己主百ヰ甲香-t-l!己 '11上10) [Æ.J 胡甲切(匡~y阿ι〕。

(7)持(勲玄百持持も附下9)(広]楚j令切(秒制約ニ)車、i入. ~ 3.2-2-2.3 

(8)投(捷治主主IJえ μ下7)同〕士法;'1，1.7( ':争犠;1荊ζ 〕剥也・¥→3-2-2-2-3

(?)猟(牧之球王周~'f11金銭玉ff.>"t '13上ヶ)[広JR5初(卒業l潟三)

(10) 緯 0'1'、録数針重~4乞旦1，!î1'2.0) Ch:.J下車，"土.1'-'T' (透会問一〕

(11)長(謀本;手技も IfS下/2.，ゑキイ具峨義之え也 /3'1ムg)[引去金均(決後l泊三).英哉

E広]ロ衛官(渓衡問ニ〕

(12)尽()緋側空是也 /9♀上2)同J-tAJ;切(;錦;1副ニ)占星空大問え → 3.2.2丑3

(13) 宰 (号土台.....零古文也吋ム!/) CJ.!;. J 丈マ均(澄~'f )~lニ〕工、産主会旬、之渉切‘ ;\n切

(性)花(-'奇妙E来長i事満はす-4~:寺地是也知?ムヶ) c広111入切(影、詩i羽田)

1I!A育支 類

よ摂

文開 、札開 二E閉

暫甲 才 j画梓

乙 {史奇ミま
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;幸甲 茅坪十Jt

乙 壬士主 -tt 4皮主 毛皮i)

芽比宣t
棋の

Jt， 士写移祥 祥午骨平の

下平 音坪土ヰ

頻移ヰaQ

'" I -t皮 fE 皮A:被2

日月甲 すj調 4采 某雨 j踊5)

乙 J件皮樫 す4t {~凄}

亡史麿の

t す離議6) 汐氏 i蓮

‘騒E 議。

震 カ雨
斗J

:9'J 
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Jt震F!事F旧) 。広報「麿yfF~

す再定

央官 今ケ才も ~ß..") 

{~丈 宇治生v 楠

卒。花才高

お離捕
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唐代南方青の一様相

立高

;査7 月主夫ロ 主要E .，1 ~ -~~ 
oA韻rv札I'ih

ム主不 被 主五氏 y~乙

.sa~ 
及12)

-:kt てk-~戎

持 子ヰ3背 子商や

j青 且商 5比

イ';t 京移キlの

¥¥:.、 具易移対1+)

Aセ土ト イ'j}lイ奇 J比

~ b域紫 15)

生 文宝濃 所持、推
11，) 

片工法 2 アキ氏手保

緩|り 師土義蔵

所侍譲

心持 J譲

ム繭議

帝展議

平 す1. タ支 之氏専ア:

干、ぇv 号、紙北18)

守氏
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ム車ア、

畠 I~ええ 日夕 |畠九 1タ~I?) 

す{多 u}

書1*文才も | 才主主氏 。此 | 的升豆支A封lfj下る
す寺五九 。3色

王日氏 。Fも |。広~r凡i ミ11 ;，

す|刺殺

学|す移止t3(企1) 七南 1~ 初) 盈豆え 4 

杉 ま量 夫j豆土民 |。広報r)j札1ζ{れ

;々午 i221)
。広報r悼.JI~イれ

J.マ |是\~~杭

乙是Z す |是時;持

A持域叫

市l

ミ己株購

利主夫ロええ |抜企

乙l去奇J;:守 す持↓奇ゴ)

会比百為24-)

主主 1奇一

れすヰえ現氏喝

乙す昔「主支 I~持げ
E工法
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す義違i

事乙|於Z 汁

於、i守 1奇

才守

1"1 

府間

暫甲

乙 o広報〈駐);:作品

J号甲

乙ヰ主、号泣

立t電F汗私 i¥

守 E比 1L

てA

唐代南方古ーの一様相

す時;段 |。広報「主ド1F?

針

金f「2

A繰;

於土義;特

ーイ文字奇

|子依託2り

』日間

青昔F。、廃29)

会美土平31)
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清が精

日月己 事飢キ信

すノEJ苦

本 カi霊 {数辺) す利。色33)
。広報"1.d'fT

守党勢叫

百 耳手'1守♂〕

夫町 竹持(株) 竹iJJ 立

竹え月ι 竹ニ韓 。J2tir車至JIミ1'P>

竹A.月k す一致ヰ

主主
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丈長返品)

李主 す}t.. ~足

精 子長楽
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芋 すヰ~ ~氏 ヰH ヒH 川5J3η 
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唐代南方音の一様相

2界ム百件) 株主。内紛 。/なすr-=t吐'，1ミ(何

y.甲 Al丈統

平工致 ま足

乙 す韮主主
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j霊7 皇室 ヰ

材 す立ょ孟
。A誼「石義"1ミiI';，

{え 育成量ち 。広報r主)'ih

、L五 令u 、官、一、、i、Hyh 息子 イ忠

耳F す1，x 巳

五 す蓄、絡 A土E 浮 1J¥1 ~支争i

(崎}

常 具。兵J器ぷ不_ $0) す伎 、駿

イ士j富栄 ア巴
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宅官ヨ 畠、士、 Ai古文
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買主宇
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、平主ニー

女長時)

欣碁 3喜
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A予4ヲ 音圭イま:

日 |而世薬
\~. 61) 
ι、山

炉j圭。発 oÃü
r・菜 "l'íF~

干|以土足主主 |為-pt oit 。広1t"i完JドiH

〉メ会主主ω

|時休

ノ号泣坑

内|鉄規立 |主義頭

主警 E走ω

数荘杢叫

も| |家委見
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唐代南方音の一様相

川
U
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月E令 官令 主令

Jt 乙 子都生巴

Z手苦F主巳

莫ぬ究会

J年 カよ主 景 カフド ，1 
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j青 七，停滞的
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A乙 メ苦達 、販刊 す軌雇E 末時執

i主L ;L軌定的

華甲 ギ受 3美 旦~ ~受

空宇崎

7.1 -t ミJ止と ぜEλ丹、

主要

ギ悲豆キ

疑z i車jし義的

Eえ甲 す午惟 d:.2 

大 it H監

Iie， 胡軌斉7の

手執、時78)

子 子軌 j背

);m 

為軌痛

(1 )被 (杖:~甲乙而繋~被1/-8下，，)[広]平よいみ(並:;(.1清三)J<.町皮切.吋皮 E阜J -i皮やp

(tきま間三).<f.キ駿声r説文逸$11定j年...

位)堤(探謂-"Jl:タ'f~を之押下6Ì c広)Jヒ買ゅ(守~I荷ι).

(3)辞(設Jと百官ヰ脚同 5'06上6)C広Jl'新豊切Ut苓l前田)構成 J荊耳切(守、民l前四)JK也

.....， 3・2.2.ιi

併)挽(説.;tl<i棋4喜本もJ室係耳浜、 mJ:.l?') C広J~)j'å \:-Q(訓制四)椛.→3-2-2-4'1

(~) 漏 (滴鳴も持{fまえ 13~上 13 )広〕乱‘移切(明主|泊"").勺耳巳如、持坪1:，17( B}j紘l羽田)

(&)現(、株策35貌.2.25'ム11{-) C1.i.) fir待1>-1'(生抗l相こ〕
(7)事 (説丈百廃止関也扉輿f華告字通も ι叫上I?) [広]丈f皮切(明訊l剤三)。発嘩E幻
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唐代南方音の一様相

廃Fらもグ(~月えj泊三〕

(~)講し掛目紅専丸川下I? ) C広Jcf， ，6) 

m 離 (総事離占有耳V}罪平凡と$t-lk..，♀Bムi5) c広]呂支均c*え1司三)xカ智切(車工l司三).
iVt十七0'(事雰同国)，

(10)都 (さ九制大官、於走事~長安f-t手 6/0下j)同)");色夏i耳切(明北令ー)叉波1z坊

(11) A~ (草VJ童三l-解tt'G'X幻積也 .37下1')凶]丁ノもも'lj(j"Aal司=)皮号也ぃ.→J2-2A・1

(12)及 (半文:米及考主主 /1主上μ〕は]息移切(，¥:;長岡田)，

(13)や (牛丈:ヰ孝え於j育登 162下dc孟lA守比七万(精紙同四)ロ主主説:k-t也→3・1-2-15
([的;新(字書百対>1味也 .37下/) c広〕斬義;切い主l羽田)

CI~) 朱 (~詩上林胤3主百末次平予「也川ム'1-) c広1士伶勺(索イ圭同こ)，

(Ibi法 (稚;裏金主主主主貌 $0下1，if清田j足分も 631下立)(広〕片品奇切(生紙|羽ニ)又所与

切 u主主l司ユ)‘対~切λ少下均。

(IV)議(済昨祢鍍荒翰下受之貌也 1/1;.. Uo ) C底)cf (l，) 

([8) -tt. (説丈吋~:(l'l撃も ω3下 12) [広〕都港情(端芥岡市).発執c.tlt者氏カ(幸札i司

三).cf. ~ l昔:t..， 
(17)す(宇丈:山今世汰 37上13)じむ移設t1~.l' (知麻同ニ)叫歩駕切。対is[T.JX氏均(畠
拭i泊三).cf. Jj'土叙」

/ ""'.......o::!J. 1"1也

(20) fも(司、関胃下棟計鷹也 123上i5)凶):>也恥(澄州三)リ技場.

(21) :dもは十倍税才色礁相主ttも /1，下/チ〕山地切(事支|泊三)x械金首切
(22)減(牛丈ご装丞生域.，&，山下3)[広J/も稀切(具-tl潟三)蟻;盆 → 3，2，2・4斗

(23)崎(崎品危喰貌 17'1-.'>.1久 4村守不安tt刑判〉は1会奇妙c5主主間三j旦護持均
(2-付鳴 ( ~量仏文官鳴b不.J..也 765' .1.μ) (J);.J !f)も切(竜主主令..:i.)，

(25) ~l氏(幸夫羽Mlil:.it待T 岬../6) (広J :ðも央官切(..;主主同三)同却(~之官L，ld!，之官、、ス:t三

位b)イ奇(蓮侍ー喜一下-A-，iも'1-2上/1)CAl於持切(影以岡三).x.於義切

(27) 昆 (キ文:)Ji条託事士号告唯 :1./， 3 下I!)[)i..l~与巴坊($幸麻l司ユ〕

。め痔 (設.Jt百i品病也 /'13下/7)じ底]府移ゅ(帯主l相国)

問挺(蒔Jも韓詩す今回A書官、努仰上1'1)C広私」事k巷--.l'(;判il泊三)，

(3の枇 (毛主百件~IJ也 371ムヶ〉叫]匹坪均(f春、自丸岡田〕イ崎，U~もt-_ ~ 3-2-24-1 

。il坪 (前主用楼注E 土早生旦也 革~/.字音字通 l府下立) [広1符-t切(韮支l伺1m)又音坪(並、紙悶

1m)附セ埼也.梯1草山使f年初(jL~氏|沼田)下也王工作ヰ・ ~nH'1 

(32)徴 (針{聖士宮町也 'l-1?ムヲ)c.tJ武志1>Q(明府間三Hまえj.30:ゐ膏J包ぃ

(お)梨 (雨雅9)告決苦先生2.2'7下''1-) (広1"鷲」各支ti1(亭主!日三)同，n" →3-2-2-4-1 

同勢(キ￡努探銚佳[j主J"'a":íト';'j !'V剣え~ 2.S8下Il'-)c幻豆之七万(-*'之l伺三)t>J也
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3'2'2+3 

(3~) 耳も(恥本3fÞIJt:草花も 19/ 下/士〕は〕イろ史切 ltl丘、 lif]己主恥羽毛針也づ 3' 2-24 ， 3

(3()返 L 迂立s~f棲乏也 1/8下/1)(広〕女主計切¥i尼字|町田)0 株主主IAlJ.え切¥，)をAffi泊三)

己主 V玉、著」

ω "}(毛主t折専"，Z"賢官事干 /♀/下 I~) [}z.J fJl.At汐lt足奇同国)ぇAt[-t-.l'U是芋l河田)，
(38) t干(梓t:a草刷、制下2)[広)~rl. t，，(特止|婦四)木名称喝。 → 32，2:4，3 
(37) !， (卒丈:j下者大量、集~主芋タ4ム7)!sJ丁ノt..~.Qほo~a同四)J<.宕F主吻

仰1) ~ (守札 256上官)c主1え支均(常生|前三)又常利<;>>(1'.主同三)字

制)者(扶=桝料。主)+'91;ふ!主持与え時特也山下Io)広J望月初{寄)j[嗣.
明 d 生ト~V誌文通$'!Æ/九

(42)台 (聞を百令乳、~ 2.2.1下7)[広]興支切(宇之|羽田)ぶもい ~ 3'2.2-4.3 

(ω刷特紛)易 ( 悶j易L抹司永~-l主i大4貌1も /β32上6)[は広幻JJ以メ孟設え切(干主早l阿司四〕葉難量易也筒-t4も也ιι、… →}2.Hl 
例 9烏舎 ( キ文上:

(倒4何紛5)ヰ桟完 ( 菩百械女主鼓主4桟t乏女渓寺奇j義主昨i幸~a路各百ヰ枚究キ詳干4も五 与吋8上6)C広引]rヰ世」宝鈴宇料4'同(仔f奇努F嗣三d) 

→ 3'2，2，5，4 

Lμ)忌 (も茎官 、思爺も :JS'I-下/♀)c広]忌詳又l也、u づ3-1-2-1-7，3-22・十3

仰)昏 (本土:λ孝j芋昏ヰ主主下11)じ孟]ヰ"'U主切(主主主l伺三)誉管歌免丸一マ32，2-4・3

(紛吟(玉退去を辞j主百忠秋サ丸た"'.%耐j土百秋仰ム/{， ) ¥)i;.]計民t-"，( B;毛利三〉

サもー'73.2・2・4.5

制青it C 耗輪図書時[注]~長勘重量友也知下16)C主J <:t. C?). 

倒見(ネ土:)(:~師寺寺[注7 会」炎と乳2õS下 I! ) [広]村九坊は副知司三)スE買w

(51)膿(才言百購熟も削上6)怯]人生~t-"， (也実4ト"')0焚鳩山]女同切(tI之|幅三).
t"'CIml.J 

(52)拘(拘息も 221下/5)C止]}主義切(戎互阿三)忠也…。(~え蛍d l三むないスマj-)

側受(才て~'G'唆支え静也立&0下，()同〕、L間切(景;lJ台|前一〕又於英、0/.於駁，，)>。養設臥]

Z午:)1::切(民主オ羽三)."t. 4J駿j与V説え>i剖主兵」
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唐代南方音の一様相

(ω)栓 (村E王子守主:百Jt排ロ宣教;以文会火も '17/土10)C広hと軍七'Il¥章、牧念三)
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乙音寺虫宅 E免践26)

士宅2り

-t-
す=ト差 毛

証主T 呼五手イ葉

事~~

す制球

-!;f 於持まA2

一全時

乙於搾 j事

於園長幼
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!苦代南方音の一様相

(1)漏 (持附隊、ち毛先制も乱文官梼寿も‘J者特持l司 178下15") l広〕薄プ玄切(孟銑合唱)

又;t~キ切 L智鉄則百〕、芳i喜切(;幸イ占|司四)、持率均(剥雨同百)

(2)す (設;k.百，-fj.也 72H17) Iß. J -4ト~;-\;Jl ( ;幸/官同盟)小号、 -"7 3.2・2・(，.3

(3) ~飲(派生育三祭法百桝:#7也 116上15)はJr学"<:.:f. (2.). づ M・M・3

(4)ま(1:.紋掛議も 2.!i8上7)(広〕侠年切(定え|羽田)J<..堂縁切。

(S)報(lp業百韓報也ほ/上/3) (広Jj:和，*，C娘、採同三〕リロ:わ71.咲報開]

/王権切(娘婿同三!. c吋千 ~J皐i韻4

(“ω』ω)赦 (豆赦溢告故皇也 2抑t狩『よ?) c臥凶且幻]
(V)η) ま錆賛 ( 4卒紋ト式文:玖或拙;1:全持音命h主錆賛善受( 11.肝II円/汗下/伴川供心}C凶山広幻〕 イ侍普τ下ヤ切0'(崎精樹4担豆古令入-斗〕旦吋与件弁和初七切71.焚 萄は凶1 

~p ;主，，>>(特禍l泊四)、

m浅(王i主冒5bhえ疾貌も 3?此，，)凶具、l煎切(材先l唱団))む玉、;員長貌也
→ 3.22-{，.3 

(η イ主(乱文"'1え~，も 101ム 12. ) 凶士限切(糸を|荊ニ).吋~Cむをえ切(朱4雨宮、ニ)

(10)鍬(説太田銀銭安鍔セ亦a-f刃キ7J-?:..類宅 752土6}巳判所ノ¥均(生、熱l副こ).R

片手手切.ア可例切

(11)惇 (坑体重る乳4乙 128下IS)仁志]す主主切(す仏l剤三)又徒早"Jl， 徒草"¥:'.1'.

(12.)珪(卒丈:安イ時埋 203上?)c却す清切(制雨l滑」三).特埼 cf... ~積4

(13)イキ(~灯分布也川下?，司馬彪冒日本f埼玉E下も 123上8，法記冒 受イ材?容も

/仰下l!i， l.f汀干干貌2.63下6)は]t、縁切(t持i叫三)J<)メ浅"'{i'(干縄問団)
3-1・1-4 cf."是枝」子線切(干枠l有百)

(14) y.正 (キョt:1主受太号、 12.8上7)[広〕子持切(t.線i羽三〉→3-1-1-4 cf."ノ計L
予枠ゅ(干五年|前田).

(15)義 u聖書法El...:;.鏡も岬τ8，牛え:長;呈キii13!i下I!f.)C広]子持切(子、得l唱三〉
づ 3・1・1-4 cf.~)ますまd 子手字句(ヰ緑両国〕， VJ玄tL，:¥.以)Jh>>.又干箭祥台
ニも''l1.

(1(，)イ品(祥苛E偽筆従抱来持貌 2.'10下13)C広7 主 9.J ;W神宮判明三)尚も ~3・ 1.2.1 ・7

(Jη訊(日柄h康予1u..t官主執制下16)C広1会例"Jl(渓朝司三)雨雅冒康執3買と与え

ツ旦主計切

(1&)込(康雅E遅滞返也!l5管撃ム以!!水も-{下込削下15")C刻、島葛切(彰~

|荊ー).

CI7l酔(説文官酔糸口.)1.歯也2.7灯 9)山研J.J，句慎重えl羽田)開ロ..-t歯.づ3・2・2・6・3

(2の肱(雪遠回3をえ百H主宰;も 310上17)同]黄沫切(直家令国)江B玄…--，.3.2・M・3

(21)儀(説丈冒・又胃1奪取抱 101 ~/2. )凶1士ム坊(朱↓l羽ニ)又士、穂切
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(22) a主 〈玉逸Jt!司3主胃il特も '1-71よ立)[主〕玉問 ~J; ~ T問4トミ).咲主主?

(23)埼(.:1窓越也 122下川じ広]泳三切¥;，瓦依|羽一)又儒監坊、荷主坊、帰還切

(24-)允(麗Vj'"ァ~~*~注目允{好谷->}し .2?7下10}は〕余準t;，J7(宇準令"")， 

加)込c1き初田Jt故筑函今音色子え也/付下，}し右]忌倦切(え線令三)又J吾車専旬、E主

切‘sV:日えw

(2bl路(牧、崎薗E基峰 (5.主〕す高夫之，ftf7{，ム15')(広J'fわ~(奪仏令三〉

加)塔(土品互園筑 IIns)[刻々斡切(.ts雨令国). 
(怨)過(t1技官柔校法主量ぜす性支~gi主主貌也 132土'1-) L広]t呈キ"..，(明主車会ニ)

安土 摂

大ん少

害F 必 i主椋 才砂峠 才女少 JL3l〕

文大文、

:}$を下F2 

才告の

立の

-;ð-~主 j底

イヰタヒ 男色の

年i孟 A梓

乙イ良輪銀

J芳平 匹i主;京 芳日少 事 茅妙{寒

キタ 土I不号

匹E& )京 匹妙味

区対t涼 予|

。守i!b主5) 
。A昔'1r号~Iミl'H
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唐代南方音の一様相

女きを少 ;票

並乙 皮表 震の

日月甲 砂 奇妙砂'0

す日歩 ーUふ，ノy3 

抄

〉オド3くi 

乙 す苔 言首

t J:.i持世景 カ笑 1来心

ヵJ、 H-!?) 

イ主主 耳己¥鴇 ，]ι 
長胡刻与え;キ~t; 可占」

9略

b 騰，~忍 dF~t~1英字!&成政t

精 TI 、まも 子小 わ2(At 子方 盟主

{ピ 子号越

子H霊 園轟

、言、日至 極奇

;青 七，ト ，1秋 七笑附 2

」背 七方崎、

¥¥:.、 、思キ生 、埼

す i方 At

芋 之持 !I~汐ア 11) 守、1生士喜

幸 大月4‘J>
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予告 |刊吾
千I)メ特輸 |鈴砂 j、堂、 |興特、為

す i乏1J七

1埼

す矯埼

崎|め

乙l幕寿番L

511f I故設投lの

乙l 、持、職越

、持矯趨

寄7 I \~克叫 IS)

乙 主大埼16)I主廟崎

E本埼|の

主主乙 |伝家 18)

llt 甲 寸朝高え

許朝。ま I 0 広報 r~I;;):ih

乙l許奇務

ネ予

許まえ 三島

鳩lの

号3甲|於 i主 ~2の| |於妙-t-
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唐代南方音の一様相

子 l-t女夫まL

一笑i;/;21) 

音書e.. jJ 12) 

(1) お(必壬呈也 2S(， 上~)怯〕育、主切(暫tl荊四〕受長えー

(2)柊(持格猫{才{i也 //8下1/)凶〕止i主切(ttl司王〕

(3)ゑ(月成せ相応主百劇武也 226下12)C広])メ持切(宇主主l靖国)又吟主"'..，. ...ぷ:

はJ1¥孟切(苛すl弁J=).cf~.J吸j主 P 説;t返事，\定J九

(4)賄(風害賠株会争条ド貌也 28下7)[広J1互角'-'..，(湧党問ζ)ぇ薄.t"..， (胡附ニ).

持胤[広Ji¥i'i!例制l唱団)

。)京 (京禽車ll!}支之舎也 /'1-/下/7)[均株主奇妙(i華宵l唱三)。奨イ章、じむ包支均(;芳笑

i泊三).cf栓綾Irtえ文解宇Jえまをd

(/，)蕊 UM:背骨をZえも 123上10)C広〕虚るり(ネ昼尚一)

(7) 砂 (牛士ー咋聞糞下街#砂毛棒/仰下広〉凶J'e 5わ0'(目月，トl羽田〕

(8)然(該z丈冒株1鼠も 121{-下1)拡1 淳書~.. ..， (*~器 l骨iJ"")夜4鼠も・ ~ 322.6-4 

m味(字林百闘争明也葉p丈周桂注目味唄Hも !l93下g)は1庄島切(来篠、岡田)，→
3.2.2-6-4. 

(10)供、(伶.砂峰雄回開令も貌 251下12.)広J~V5首切(精"}{岡田)λ 子育り，昨、宮切ー

(11)路 (キえ:4え嶋崎 177下7)凶]止i!切(寺宵l剤三)D月也えも者もい

(12)銭(誠冒;，，1同作銭受一斗圭土域令千主導吋寺:1TA，S科 3円 s)c広)~V;判(オま
す附=)弓ヰも ス昨、堂、切(依す岡田〉

(¥3)崎(玉迄楚訴え百」争率も 13叫 20)は1渠廟均(奪実岡三)又守T.7.

(同)成(3tt乙'Eit:斜主将波興趣向'1-3下7)凶 J.L弔ゆ(主主命l泊=).*韓民]えもま

切(渓すl荊三)，
広3

(15)士ヰ(文宇宙鳩時叫曲貌 17'1-下/仏)主主品切(幸必l羽田)"'-A-品川

(Ib)埼 (:A埼僚格制土主主え 17?ム1'1-)は]走大切Ct-ト岡田)↓浪、短云野λ弁芳哉注目;

E矯切(tli司三)蟻也，直也 づ 3・1.2-1-'7

(17)埼(夫埼ー特止ぺ貌 17仙 1'1)同 Jcf. (I/，) づ 3・1.2・1・7

(18)琴(寧琴嘉峰占禁1t¥:.必淳之札 173下島〉は〕浮蕎切(ネil岡田)えまF撃切

(1り鴻(坪*S鴻熱貌 f円3) は]呼ネ切(成屋同一)熱.t，.x.犬歯もり、河4ト'-'~

倒~ (説文官~，l も !l'l-8ム(， )C本〕於えもク(革手苛岡田)正底，トも， → 3・2・2・6・4
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ω 幼(牛丈.崎町葉F待"fÃ?~;民喜子/何下/，)は)1f諒b(影~I羽田)，

(ω i);(ヰよ:慈..jJ妙音量{主• .:J4 233下/&) (ム)c.f (21) 

イM. 4真

尽問 、再開 ヰち閉

靖 子也去112

耳F 静子支謝

青占 食夜貰

平 吋岩 t~ ~舎射 1)

〉メ舎で十寺
2) 

(1)射(キ~;*上l/lj守・-射干 /13H) は1 宇謝ゅ(干為|帝国)文字盆もW，神夜T，，l7，食亦

七w.長野は]宇J者句作為同国)

(2)材 (計五主上林掛JÌ主Eキ骨材f材料開桜也皮寸~X)も常 wム 12 )は )，LJ"切(ゑ昇平

1司ニ)x--lト駕切. 特i寄E丘J)メ遮切(字本岡田)ー

ヰ吏 摂

;青問 静岡 ~問 J皆開

宅F 青うt-A;j;Jt l共事業

受

軍事、特i)

左本射2)

j芳 区域 1"*3) 匹亦 Z干

寺桂井をア 匹赤僻
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唐代南方音の一様相

。広報rZ子.I，1"ft 事土赤。足元if5)

央官 す真杖

ィ軍 .]l-亦イ

澄 池真[月I}

精 すキ者時 キ青亦 E奇

菩2(AI)

主青

体 才は穿

対~坊

す;手荒

平 之万五位 之ス=z -i皮.

耳庶

~ す^ Jf 

。広報「耳夜d'P， 。昨6)

主冒 式ゴr- H易

各事:整

す秤/""

芋 金字{よ粧の 長ス~ i夜

すJ量産え 昔、拝 j平め

j斎L

す却特
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川
一
]

、人ト
ι

一!
 

H
U
i

一

仏

金

一

4
日

一

jド 静令 qj~ト す令

羊 fノ又ベ、 主z主品足 Jる!t.. 

号「号会益

1長開 ヰ更問 E失問 lEj問

寺 イ皮且矧

Jl 皮兵杵 皮命平?)

主馬 10)

す平平

j登 恥戟踊 11)

L 号本格 :t *~ J敬 。広昔l:r搾"d'fる 末述。珠山)

庚令 ヰ史ふ 吠令 ?百合

平 〉メ永沈|の

見 ↑旦示問

九永"，1'景

景j す英l'
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蔚代南方音の一様相

ト|刊埜|
(1)、待(持錆菅校'f{I年苅ま叶件形車人士宮徐行之介為、持故司之、亀春、ま昔、青、 8{'土3 ) 

出]七准-Vv(;青葉同三〕、脅/も土末浄，念ふり(清主宰l羽一〕、青ん

(2) 兵十(牛大 ~ij持杯、) 71ム18)[幻宇議十七万作品|司四):x.宇主主初、神夜旬、食亦坊

(3) 侍 (イ全伶草子貌 .2 3~上 18) [広 1 0;.;[ゅ〔沙 ~jl前回)イ令惨

(4)批(材、ztti品以引E性七十妻剛警胴上1)凶〕寺丁均(対|羽田)然色.

寸3-226・5

(5)砕(キ丈・持品墨j数奇玲噂仰上71〕[広1'評」4F撃句c'寺銭|約四)痔塞→3-H6-S
(b) 昨(牛文ー踊1もと士 508下13)山3イ也ふ切(主主鍔i荷ー)誹j也不;主投皮之士く F3主

音真，， 1ミJ.t￥い又す〉功、

(1)桂(茸F玄冒ーぷ:+t長米軍4王ー 8/2上10)凶]イ也丁;，p(主主す同国).奨挫(J.).J以式
切(平済|雨四). c.f. ~ ，革音主」・

(~) ~幸(丈頴百聞 j干す紫..Ik. {，?O上旦)[広]主主f古切(澄問l司ニー〕司

(?) 平 (牛丈:主主尉平2.27下/2)凶〕房達切(ltイ中岡田)x符与ゅ(Jt皮肉三).

(10)悲 (退依すもも 37上13)(幻4土〉水切(並道.liilε〕遇すも
(11)靖(設えE7J南E新主えも 2臼ム/7)凶J .J.~切(5登す|司三) ¥可主要F寸 32・2-5.1

(12)議(伶康文:己注‘ Z本興捧l司謂£え戟狩毛 6'1-7土庁)[広捧」メ量{$v均 U..i$j7

|泊三〉

(13)沈(火;本主主3之貌也 13t下3)凶〕以持切(芋織令国).

jえ j支

品開 翼手。問 iJ.十問

考 l対~品

Jt キ夫Jをa波2

事 カAむ 負手1) 才、叫主琴2) カ10棋の

宇 余人ij; ~.八>-.4) 

J.， 月号〉し捗2(61)。ょZ昔r刻xiH
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是主十 {N牧i

己叫糾S)

守主+ iキ

主主|自主j 普

坑|も生l 晶

都| 司件 |一科均

於件、JM2

(1)鯵(林玄禁制琴 1/8ムノoJ [.広]汐卒、切(料l両三〕員事解脱 づ 32-2-5.3

(2)士写 (草F玉葉国土妙止狩Ut手えも m "f./I/- J は1 カ品切 (*~I司四)又*tI!，，*'.l>，事駒切

(3) 務(説丈E …又百鶏~:U，~も 93下IS) 開法救均(ネ宥l司三)雑子 -s ，t"子

→3-2-2-5・3

科)杭(紋・ 1伏経緯然 8~ム1/-)(広7 余4<<."4' (持岡田)萩T1，)I，{.主づ3-22.5.3

(5)、叫(斜線4乙 261上/子)c町ノ号、知坊cu紗l荊四)一

守摂

玄関 品開 詮問 耳正問

方L 4F〉jt石平1) 争i主席

疋 J水湖の

キ -t-]斐，1長 方詮凌3) 青 7ウ 斗yウ」

A、i、九夫示、

澄 よ宜?長 ?き 主3登躍を

精 子渉主夏
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唐代南方音の一様相

ま M 方五i

生 す色特

モ国ヨ 二年連格 昌吉v翼
持告 音、縄月茎 食詮↓来

て自在

バ予~ す方坦

千 〉メ?主 E来。

華甲 生E陵支止の

主主干 負カ主是

目先甲 許庁非色

景7甲 於カヲ主

乙 於興港、 十誌等意

一一

耳哉令

Hえも ?えi孟;点

呼域)lIzz..

匠L 胡津関心

子 4t止式表

4王見

Aj該;

。λ与すま F域.1'11る 蚕
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(1)石干(林:砕品号令品蓋 c.>主〕司砂ム冒す水容も 127よ3)は]辛料;;4(;幸宇井岡ニ〉

(2)淵 (湖湧丸亀手物喜子 I?打 10)(広]状i'k;;4也、苦l伺三)説文官;骨舟;度汗也マH2.1・2

(3) ;交(杖:魚秒、銭桁井凌"J'-223下I/)以 1，&~七...(!l宅、 l荊三)ホ凌

併)ψ味(卒丈:来安:看fi- I司JlG~与羅?I/-下 rL) は〕合険切(梨、事、1~1 .õ:.)

色)妓(月R友田、凌主主~搾~.-I!己 1/5 下 2) [広]危険切(ん革i自己主主妓副主ァ3.1217

((，)闘〔干し'it-圃沿U-.注目関 rn~も.25.10 /8)[ねえ毛切(成職令三)門 1~. づ 3 ・ j.2H

;平根

荏 アl与、 、詩

主品 寸志、も堪1)

i主 ;基錦錐の

4厄 す示会事 到壬め 巧i 手長め

本 すキ本来 カ甚 J闘にの すヰキ立

(株)

持 6)

知 4者全砧 。A音fゑlミiH 中止争 z

f数 b甚豆基 本q.Jヒ治

j萱 すiえ j甚 V:余主主具、
¥ 

{7it-

女主 *.iL ヰ内の

持 子入浸

Pピ月t セヰト駿 す寝 A校

-t-i長 j字。

1え 五車沖?)
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唐代南方音の一様相

守F イ，xi 苅

自干立 柑

1、土，. {具'jヰ j軌
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姐 .3L i.動;

o J1tit r券川下b 担'l~ 去、

予グ 初材、 占朱 楚錦珠 楚主才やゆ

ょ用と よ日L 今d人J、 ノ?斗支『A ? 身、芝、 ZE

1:. 片今¥jト 片埜 j孝 片主催

す存キ今 t市立 i1i 

i衿)

宇 主L林互に 之十汁

す生十 悲;

主百 ~甚末

H中i与 す十 イ十

H ヤ葎妊

而甚特

千 守、浮 オこ 以入河

ol" す今¥衿 す埜イ景

;1甲 !土甚 金王11)

寄乙 Efま味 Z

主主L す吟去ら
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暁己 1主及翁

すロ及欽12)

乙

胡急 ("t1

於入技

すtt才色
於辻花ゆ

匡L

景;甲

( 1)棒 ( 5ttι1・匂右手持乙.-t.:t甚之ネ互身… /60下20)(広]失ロ成句(夫，，)，¥:;1潟三)擬
撃5tt己E右手格*t ゥ3-1-1・2.1
(2)銘(錐錐息子不通E貌 2S'O'f/8)肱〕ヨil~均(保護l荊三〕錐錐→ 3' 1'1'2.2

(3)鋒(銀全任務平進統帥下19)はほ4切(日荏l句三〕健全科，けロ林ゅ.

付)争 (最;令禁~ 171/-ム/6)凶〕宇入坊(字、守l羽田)多丸，J<.，免丸切。

(.5) ，1休〔本土:令人品院時停 272下ヲ〉はJ)韮令切(本章l雨ー).*痩E広]林色切(ネ

荏i副三)， c-f朱駿j主F武文通t;'1定斉...

((，)琳(、株努t~tt ，';l2S.h./I/-) (却を#-均(f駅長!泊三〕

町)拘 (宇丈ご揖納抹構[$.主)1'H'Jも !2S0下2.) C広]内す切(沈没4トー)J<..ix困も及

。参(5~)刻、水j宇液も /8何 7) は]アキ紫切(む叫副ニ).勺受じ孟]七林切 u青i受

l洞-).cf. ~集積 a

げ)埠(号妙百則市今大宮以十lIi'f沸浪士寺宇育〉味林正茎ゆ毛:..t(.li暴徒煉者も 1f.3下心

E広]伶堕切(奇11受l羽田)説Jヒ'8)尋+止脅肉も。 づ 3・1・1・1

(10)持 (持込牧村*B1:貌 sケ下/μ〕は]楚j令切(竜彦出掛ニ〕目

(11)鍍(れ伊曲上田叙 ω下/事〕肉、白輪場(主主或|前三).J<..J.誌、ゆ，*1;王政]欽

錦"".q(!.主4昼間三)， cf ..u童d
(12)銀(条文:竣叙入華霊平時三t120.13')は7、蘇令句作令同一)x~.JÌ::\>4'. 決闘 L広〕

ミ干及ゆ(晩、守l剤三〕

(13)花(花捕A事j荷主十剣也 2S0下立〕は]iデ入切(彩、守|羽田)齢也

威摂

主主 主文 監 す
A
ヤ
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唐代南方音の一様相

卒 カ~ う欽 JZ耳金検 す 1良 1良

方~! 5t 

が 。広報r郭"1ミ1H 知葦車車

保 彩感占且

ti 女存、お

i守 イ午ヰ ゴ民 。Af主T3鉱"Idp，

子廉。機1) 。A殻「地、」ド1h

jす 七豊主主f

や主 字幕 3与にの 達.発欽薪 者胡刻字体「飲，I'1H>>'守推議
えiヰ司ζf足、、之在4丈志、

五走の

o}.主音量 '1"1ミ1fT ユピ)
¥1:.'、 ‘!.珪金t

、!tf.年金古

す、鑑識

売F 詳1事坪め

A，丁ι、 JIÞ~もJ.)を 6)

生 所~識 戸守~i. 5:走ーの

章 之E主占 之渉 Iさ

蒋8)

章i歩苓
、T
J晴
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宅Eヨヲ 品 Fさ時~)

主 式;再 日支

失染 閃2("1

失存 I'今u、lの

'"'予"-. す時十翠 祖主夫 長l
発古肢体メ:特1，円札

E 女V1扶女再 iこ作付、主主写ι:14也氏

手 )>< • 3え 七、f欽 A

A虫、l 守f喜色 i悶

寺E E ji 男: す伶 A友

主主干 白、二時 喰

も 斗J除 ":tt:-

、昔、検 ょ.5t

Ih ヰロネ食 1最11)

fFT 才~-flt 君主 2 す守霊圭 Eだ 一渉庶

一艶本

℃ 青;奄苓 す4と 、J汗

日を11)

T -tfせ A 。広報 F斬しlイ下る ji。林零|の

(1)組(掛;主r4'r4..mム13)は】片馬記切(生威l前二)。吋鈷〔広]子操ゅ(精込I~J 四〕

(2)渉(爾王監百衿ZT七歩 1?3下μ)(広〕卸封切(奇怪l前ニ〉

(3)辻(成紙相次乳も川上10)(広〕七持切(;青t岡田)達縫乳丈百般市にも.→
3.1・2.1・6
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唐代南方音の一様相

供)ヰ(牛え:.1，差城崎喋 /28下10)C広1子入切(材、相泊四).焚比凶茨葉情(従業岡

田)， cf If'事官支 d

m士写(説文官止章火熱也何f下8)(AJ昨竪切(徒主主附田))司ヰ萱i主云.H閤北J，→

(心境(牛丈特務唆喰.37下5)は〕卸衛情(奇術|前ニ〕旦作権土中。

(1) 走(汎副総ト筑 2.51ムμ〕はJ~p葦ゅ(キU:岡田〕

(日)晶(剛生百組晶 71ム10) C.t..J尼朝L均(嫁t同三〕
(9)持(牧、時株主与造的上I?) C広]職条例t込怖]三h主主，};"...(す込1市三.)
(加)治 (半次、主主主ι韮〉礼拝鴻 f桝下I?)C広J.ti;仕切(幸111旬三h乃玉名坊、+J.感;"，q，

(11)味(むsf示品 31下dは〕怠検切(凝JJL怖]三〉
(¥2)琉(キJI:.:陀受吐弟 118上，，)じ幻於掌切(影1'1泊三)，

(13)雪 (害波丸胡之1i也 6'1-5下/) (刻、高年令切(叫制剤一).x.丈'''2'，主~I歩句、胡1ft-，q，

E 苛主 類

進 才英

t 萱 iさ 屋

考 す風棋~2 方I弘司乳 青千主主語

すミ風風

3幸 手主豊F

Jt キ大将夜

JEイ犬 5i主

莫照時1)

莫ヨ乳争

-*- す陸 ji

す六?主
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夫ロ 。j立青l'薄"'ミ1t~ 竹イ十中 す竹干|

イ業 迂六 3を
キ由六手喜

歩t った六忠 2
。

。 Att~蛇)ミiF~ 血グ

。 J甘夏 γ腕~IミiH 。月肉

精 子犬エド旦

子育要

。広報 T受)ζ1h M¥‘ 

\~、 守昔青春L

j高2

十青

よ仁 霜六 3臭

ア町六靖

ネ需の

式、六 11全

青転身i!t

日 す戎哉、

ヰ 守品主 Aj融 大;;;tz):星
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唐代南方音の一様相

古手宇土星

す育大星

Vム合'1..， 

4J、ま~

A 九六 A斡

i主 去鳳(伸}

軍 E六斡

長 十六石L

予3 於六 1奥

.t;伯

，ト臭

六 有司し‘

笠 腔 用 士号

考 方亭 J之の

i考 す玄令キ

-t 官荒荒 守録、聴

日本6)

失u 竹用 ;重;

J登 還す色主 、写也ま主 主事

味+荒味之
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月草1)

JJi 』 七{え Hfえ 。ょztETHi足"'ミih

七本 4iえ

¥¥午、 先培t ，1 

九里 {保

え fi従
先 j子与 Jさ

す全半{決)

ー金一 、平丘ヒ-み~ 1ノ，A 之主支え事 3早

、日ョ 歯本 f重了

すf宣T萱
A 

す す15虫号

H に女v恭キ草 安uj与冗 。広報F冗.1-lh すJ手持

而恭ヨ「 人票 干の

芋 」土Hふ占 J、4吟7トz 金字腔 イ品

す，帯!恥 余月主 よ本 。 λ辻仁、持~dF;'

A錦、 す易 j率、

A ス云易 3平孔 メ云メ号 持

+-i失苧

事 家Jt ~号

i-~手持
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唐代南方音の一様相

主主 | 、色、三」 喝

北 IMj沖
羽筆浄

品
初 -At克 T 抹 tJt ~) 

(¥)時(説文百，1守日不明也 20/土/品〕は1其手しもヶ(~月萱l荊 〕

(2)羊{義名百葺持義盛が手主也#口ム'1-)【A)r j事"f.主;土切(え3土令ー).*竹

(3)楠(楠晶.i-直貌 88下ケ〕はJ'~'~'"君(、山屋岡田) "採用i句

(+) :1M ( .:1#1副cp也 28下'1-)民]於、技均(影巧l伺=-)

mえ〔尽名。百えil也 sOif下13)はJ)与毛切u民主令三)-"-手先句。長芝 E阜]才「車協
l :智月重令之) d.宇駿声 r説丈返す川|定j島」

(bl 峠 c.:u主百、 Hれuえも ，/-08上s-)[広Jl量ふもp(卒丞l副ー)技え.→ 3，2，1・1，1
(7)膿(月刺巴丸4乙刊円/) [却が冬切(九~トー)

(8)茸 (茸4ftも却下/6) Cま]丙JZ-地(B1'I.;iト三〕。美梓IAJ而荷主切(日』主令三)， ~J 

牛耳主声 F説文逸判定戸4

(1)苑(号対百Jt祐も /1'1-下1>)は〕於z:切(景j主主令三l.J<:?t用-¥，p....挽 cf.t:咲声
~ 'tt丈過す，，1定j九。

止技

イ款問 え開 i問

A スを衣機

事 E1宇石守z

3f-域主主

E主草すJ)

すヰ介 z名、。

成 b乎来時 Jt圭持 計杭，[抗ュ
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唐代南方音の一様相

l q l J月

」立ー 、'"
日 J月 '1"

(1) 新(牛士、!，~耳目才新 IfH3) l広J* Z"? ¥'l之i前三)州も 又姓A邑，又是{ゑゆ(え
{永l泊三)持ん司、草も → 322.4-・6

(2)域(y畿二トヰも/仰下/2)IAJノ苦{わ7¥JU判明司王杯国-<t..づ 3.1H7

(3) ，1.筑(ミえ文百十弘太足也字#田，阪壮士千件忠也 I?/'下/9，字#.胃↓制士刊号、む♀291'

/)[広〕苦王切 l)主代l可ー〕

件)奇(ネ丈斡図殺すu主)40曲1草案.<t， ，57下/6) (J4Jノ去主切(え主l耐三)又軍事切.
特侍[広〕於義切(干;工l守]三)又於、待坊{辛j訊l前三).~f I? ti支dl. --"7 3-2-2-4'4 
(5) 主し (主し貴金司丈抗 9;;上 μ 〕は]於3己切{弟、~.l前三〕食也又すむ →3H4.{' 

(6)緋(~J支町村村井俳 'tif.貌也 /2叫/S)ω引同(;榊令三)i故→3-12.21

('()発 (梯謂平安災 2S/上s)同14"u半切(誓Mト三〕。持j貴E広]扶i争"..，(革未令三〕
(8)域 (大ふ士亡百 止ヒ.-t)も検弟述 ) [広1%=未り()幸ネ令三〉失事L
(1)品 (キ尖・4ま.t!"之条主 /68下20)広〕汐軌ゆ(辛旨令三)J;.tii華1)X史、 づ 32.245

(10) 墜〈墜失也 :280刊 )c広]豆類切(;を主令三〕薄也→3-2-245

(11) イ兆(商雅冒域培~~愈iE，~も川下!{， ) [Jl.J tT.土彫*';q(透菊岡田)又徒抑協

i邑摂

音 す:L 持F

ネ↓ カ於 {)r!} 4目L 、Eコ A寺本E 

す境相

長v Jt猪。藷 知掠 ";rrl) j長庭 J者

J登 主才'?'l著 ，1字企 A苧

す A7i;71

去主 すA- ~字
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キ青 子余 JL2 子?卒女且2)

奇チー 子fo，珪J)-IL 
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jf 且鈴 ~JL 七?ゑ+B--

{主 才毛与 5JL 2 

オ)!l: 0且

、"，"' すj-"'tt 先 E5 疋耳ー

、!，~￥ 3子

耳F t'11興、熱

手ヂ 1-楚石?を

本J丁、 M年↓乱。

牛 音対キす

芋 長二主宇 A藷 毛二手モ 者。 之J京義

宅官ヨ 畠ミ~ ，，~也ó)

高佐 食毛尽持

A予， す余虫余

日 ヤ奉安芸 3ま1号、 喜志

キ す鈴王手干 す子i ~￥ 

牛島と き号

す令非

A 塊於持 y号手li: i忌
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唐代南方音の一様相

すノ号 ょ1[;2 I |九件V持 7)

T~長蹄

決|一苛嘘虚

す桧?去 2

刊す京銀 ilE:.角E'*d遠
i茎 本

。科 会事 |。浦被.I'1H

;fI. 

音宣E ど〕

疑 |fi 、飲 I _~.品よ吾9)

すすを智

青国企葎

沈|す庄嘘

一探鉱

℃搾 i~

於ft.閑lの

度 度 i造

考 方子量{十 フF武;月青 青1ir}叶

す守 キ大 す府河

す夫析す11) す備 j頃

51' 芳体手~2 青地イト
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守華文将 すJ舟‘ 符ゆ

孟 青I夫えi. す父キir13) すFイ十 羽!の 。広報「時"，'1H
オ夫t)寄

無;i具輩出) :令守夜、丸 耳、d[;副審

士 ~ d，ト余 す券子奇

青瓦女生

ネ 才f 妻 才主 イ妻

ォキ持

失v す林土宇 下歩~~ ヰ主

守主キヰ牛 3牛イ妻 ヰ主

{奇t 帝王ネ W~

を t "~長

5j:- 月暴言宇踊

丈品交I~)

靖 子玉命限 子v命充!の

yす 七百合趨1&)

号事務!の
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府代南方音の一様相

畠|えネ走羊ゆ

すヰ孟鉢21)

。|イニ珠持

士ロ王卒 、自主

-Jtu 世主 ;需

羊|以-*-始|鈴干し瓦ヰ

{H命) す皮鼠2

〉メZ牛 I合 〉メ.L O~合 |。広報「杭d'Fる

度!~請ω

す主命手合

JLI 是 t 妻ヰ イ旦~~ J:ら k ~，ほ2の

今告。要ヰ
。広報r斜」ド1h

仏具平妻2の

す倶 ~4

浅 IiJ:. J，~ "'J，~ |会名土品

す駆 JJ;';

巨え

草|州令 尊女E -宇井~
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Ei具膿

E 、号令 聖
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す初月望

Aぷ今

主主 IJL i具鴨 キ失I i芙

す品問 l貴士E 蔓
良品

lit 羽?

:;lムT st 

jえT 扶

世今

許子 AE26〉

3丸 1具黒

す寸 lif

U令2V)

影 | ーす ，*t 日T幼 | 郁 ~ イ巨

夫女t i岳

0).え枝 F札I'f~る 、~f 主~ ，，~2η 

1-1羽夫迂 -t-~ {偽} 子i 雨

~~i具.Jf 王高

すT よ

す-.l.村

(1)貯(説.xe貯積も位上3)[広]丁品切(端副司~}，~.~稔也.→3-1・ 1.2・ 1

(2)姐(乱文官処矯也 33H7)広〕立野切(持駅前田〕
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庶代南方 I干の一様相

。)妓(武文官 堤矯也旦63上20")は]子邪切(持麻l前田)

14-)岨(ム且崎平安次 !H6ム12)は〕七余ゅ(;昔、京l司四)

(~) 者 (字文:i.専問於手間之者 50下I?)(});)幸也切{て章、ちl両三)

仏)耳也 L卒丈、車函南北耳t驚{主半山下7}同]斗UhJJ(;登主l司三〕

(仰7竹)才持烏 L 半丈;t:困J長や恥制~)υ訓Jハ川1/民毛4持是努勢l.. 1川12上2)(山広引1九

i何別R幻)，連主 ( 1飛程主透主天ムヰ神中草獣五貼4也L及主或夏市育荒色時奔 130下/必6) (は広 J~其主+橡幸ヤゆ')J(幸{御鈴旬l附唱三心〉

l?) 崎 (岨Jr告平安紘 2制上/♀)c広)..1-手均(主是枝tトー〉

(10) 閑(号対冒闘争キミ王寺uむ川下7) (ねん荊切(彰え|泊四〕又於乾切，於与え切，み
17切
¥11) 材(草F玄挫す己注E 村日色也 730上l')c広]手武;切(5幸安令ε〕

([2) 符(法I駒子国務~.邑符祭礼|佳作も ，1，.1.3 )凶)Vき魚切(孟虞ふ三〕
(13)ボt(本土・技えE針犬於村側/押下/'1)凶ll'念切(守護令ε〕
(14)拍(牛丈:才色桟め長吟令 !lSOム11) (広]薄~)喜\')J ( Jt時|泊ー)

(15) 藍 (爾雅百、選手也 87ム立)c広)，f.tlJ-切(最長令三)ス去丸わ')J，副長しも'll，

(Ih) -1:. (字林資白是正長寂 ♀67上心は〕主主t切({主治 l渇四)J(~主

(17)え(要F玄法記注百九足也 316下/)は]..ll，外切(品家同三〕。訴え?凶〕子育7切

(キ青i墨令国)

(I~) 趨(雨雅百‘門外謂主主事 6 '1- 8ム17) c且〕七途切 u青虞今回).t~包

(11)趨 (キ文υト本語Lえ{え令或結束ゐ 201f上11)凶1cf. (18). 。0)越 {菓子変粂うま謂前条走t.'8い 31?下3)同]主主半切(澄虞令三)
α1)巷(延子市栄越百・/目下/J) (広]ぜ (20)

ω)読 C1~或冒i帝j菌製3者不平之~也昌典清i司 87上2)は]余すても4'(キ昼間四)fi斎
じ幻宇t切(手長今国〕
ω哩 (ぽ革主貌4乙 '121fム13) (本]-A-草切(寄華令三〉又言午、持切(成華令三).長，ト望 L主]
4ti墨切(ti通告ト三Hヤト聖 ~ 3-1・2・1.7
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側、司令 (キぇ，愉，/命J校設 u主〕和主え之貌もい 72此手)[広1沈羽"g(成月長会」三).

(怨)llt (キえす夏為毛解下暴行 6/0ム/{， )民J5えT切(吹凄令三)。長、~t

間 uj!( jt南子百島rfù~符主業主し|生fこ也附上3)(広1鳥た切(景汚同一)'a.上也，為伎

切(影後|福一)~戎，卜3己蕊4ム づ 3.2・1.1・3
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唐代南方音の一様相
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唐代南方音の一様相

(1)鴻(i主主:jLす車』弐百河童望~ ，38上1)は]イ也昼り(.i.主主易l羽田)

(2)持 (社:事手責吋キヰキ 233下8)【広J~pt-<グ L狩HI羽田)ぇ子売り L精j事 l前四)

(3)拭 L牛士ー人物以4え等Ji，婆 /11下IS) lぷ]存在切 (fU主l詞四〕殺~Jtl也圃 ìl*~え

定也.寸 3.1.2・1.6

件)冷 ( í~王支官金青主精;，'Jも 192下7)(広〕す若切t常華|荊三)又士角切(索主l荊ニ〕

(5)士号 (..!JVs:.吟;手主主主Jも也 /20ム16) (広〕主主切(;査院|羽三).焚待。dv李首d

(&l躍 (牛む主主主主韮以.fo-.J前 J併下17) (広対合，}'(ヰ華|泊四〕泊u童也
(7)瑞(嫡嫡長流 2伴上18)c広]奴，Iyゅ(;厄篠 i羽田H~ó丸

(&) 場 (キぇ・1注水湾海 2>3下I{)凶)".土主p}'(主主奄|剖-)又イ也;良旬、式;平均

(?)慶(キえ:反高慶命平守軒両度"円6) (広l.n:.釈も0'( )主吠l前三)..，.え

(10)舟(牛士‘F半期Jl，{き 13H/11-) rAJ !T t:t}' ¥沈下制三).枠句 d特長声 F説文
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(11)逗 ( i王迄{¥十聖主貌 23チ上官〕は〕体位"4'(J...f-令三ht放切

(12)匡 (玉i毛Jら4え具判官魚匡上下 !?3よ15)は]去五tタ(;主F基令三〉
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(4)竣 (草p王rt才言j主eX主主又"f為歩足4乙 357下13) (刻、日P.z>(影堂平令ー)虫えま主

足仲良-t.. → 3.2.2・3.2
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F革官!Adl

(2)莞(担制鵠/裏付下3)[広〕よ手をも矛(主主剤取).持事〔広]支J'I:-.，(胡奇l羽田).

c.f. jト吹声"tt文主主tll/定J九
(3) 匹(説丈官率三百陵政官~!S 抑止/) ifl..J占ノも切(j登府l前三)字杭云糸工n鯨為
院も‘→ hH1)3'2.2.{，.2 

件)設(説J之官f才{桝E似夜干ミ是也…主主主pgす字 /1ずム11) (広〕手品切(す剖潟三).天命

〔広]岩F言十切(鴇君子|相官)

(5) 鴨(方言冒Jf長選トl、命対必1<..十~舟楚りトtド聴料 72上~)C広J .Hl七万(定-tl伺吋

特集t. →3-1-2・I・4

(0 I!是(説え冒H是札也 33.101) (広〕イ也WVR(.，主宰附lID)又す寸.決時以]特言十切(定

1=岡田).cf i'皐tI4・
(η 杭(杭杭某某~jミ犯~ 79下13)CAJ長怪切(娘旨l前三)、総税対一 ~3- 1・2・3- 1) 

3.2.2.6.2 

(~)格(南牧冒革も;宇津也 77下刈)(AJ ~土主->17(え奇l羽田〕‘

(7)目撃、(蒼士:r~冒選徐也三星生時恭i司常、室、国時6i土rli1 r干 25'f/.上却)c阜]勾主切(.t剤有~=)

(1の淡(社、渉決域;B 'T/ 下必，牧、執;n楓;友和えl司 ~<7'()iJ 'I!"}主総 226上旬〉

〔広〕方it"宇(キ主令壬乙). 特広こ?

(11)葉 (王逸免責干注目・率苦貌」也主~l)fiìj林塁手岩~J.判注目来-'E1花jJおも '1/上/(， )副知草

V)J ( 8，f.氏今三〕花外田幸花内百葉. →3-2-2・6.1

(12) 浪 (説文'E1j失毒液も :!57下13)凶]イ也計切(を草子岡田)#5長 → Hl・2・2

(¥3) 客 (著作文j主冒令有鴻λ寸雨止j島幸ド♀70下11;-)[20干す十ゅ(扮1何]司)均止も

3-1-2.1・5

04-) 事(説え百容雨止也 .20/1'17}じ且Jcf. (13) づ HH5
(日)持 (持jl号もヂ~t上 3 )は]すノ青ゅ(えノ目、l司胃).勢警じ広)i;-詰切(V，年同国〕

(Ib)瞭(膝Ji)手持"t"形貌 μ/下必)山寺圭均Ul斉令官〉ー
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唐代南方音の一様相

(17) 埼(晴夫金~ 付ム7)(広土品j圭切(l!!，骨令国)大通~ 3-]-2・1・t

斗」摂

先問 銑問 寮開 ノ育問

J幸 匹 A吉学

並 歩先漏 ノ事持 {料、)

すf 月非 。広報 v埜J之iF~ J育件 。撒

.号f ヰ上¥:，1)

イ更の 薄持ヰ比め

歩冒 、研 歩持撃の

蒲、E民王T¥:..

明 11.， jH~ 士持来
主主)
奇異):長

端 丁持智~)

iま 天Ltは

通)L 注

」pム巳， {走年玉え イ走、是正 誕 徒見込 {主持i!3(41)

4主堅土4i 保共特主毛 す是主 ;絞 豆大

-t-m 斡 長古眠、lキ:必特l'3地

iζ作品市¥'t是手c!:，色町.足
淀 坤

手4ネ~'f足掛之在~t、 大持搾

イ走頴土至

;厄 乃，顎;‘芝、 世x持高の
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-t TJ車;手'j 方持戻:

字率持迫L)

{主え キォ典 ，悼の

卒。寂;典lの

キ青 t、与 EんbFh3付7

ま2

j青 七A 、守

t.L侍

{;t 
。広報rlCdh

す散翫♀

存持。主

¥¥与、 青函 E是 先持ヰ支

す先 tloll) JJi、

。広報「萱，1;i'H 去、持詳ω

L 公析研 t共繭 ェ諌基 -tt'互銀

宣13)

j主 ロ，1令?汗

すす j汗

長 .1LL 研 tE A主必乙

i 持支

。
。λ;;.ijr J."'.l'ih ム}乙

吾持勢
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;了ヶ 歯-!;J7 辞斗~ 2 

日克 ! |詐持肢lの

匡| |賢呉札 |胡鋒 A | 古月是主 主支

事|一千 ロ困 I ，~~垣 |於Jtx来

才?央土哩

Jt令 銑令 守主令 l'令

止 t玄議 ェメく よ育 2 す軒、 fif t大夫色

Y、4月乙」、 -tJ:: 、寺 E夫

。4ttr符JドifT
四氏 す決扶

J妥 寺大 関

此 大泉f， ~.~ ロ手県平 H令 呼大 E晶
。

。ょえすj'r日高)'ih H大

すi;大

長古月島lネえ(;f;共ド'J式J 持Hノ¥~Iの
l'作るが:少-tHkt¥

匠 胡大: 替 ↑主 i主 H令

j玄 す~不時

下大 、生表 子玄

1-警は 。広報"y仇1'1下る

景7 ん玄 ，ト背ω

於主，¥身lの

す i~ {蝋}
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(J) {J:t (渓丈胃4比友守幸也!2{，2下18)[広]匹主主"27(5幸tl舟田).*ヰlc広〕蒲詩句t並
/首l泊四)

(2)使(草p:文百衣服苓キ杭 132土(， )は〕房達切 (lkイ山l約四)ぇ安早歯切.務長雨?は〕

告v，耳切(並先l羽田)

(3)杭(軌撃も f/6下20)凶 1cf. (1).吋!i， l広]cf (1) 

(り学(牛士役嬬朝、[山手F撲E制Ii~基準または2よ(.)砿J1ト見、切 u問'岡田)

(5)冥(冥H令官、札司tIIS下Ir)広 7文、短"..，(明剤羽田).焚目冥仏JJ助切t明家同国〕。

(b) 烹 (司馬彪冒今宮市k， 723上7)は Ji;ノ昔、切(.:t/¥r岡田h胡足切(包宿l柑四〕

(1)菌(司、駿伊萌投R~乞 38S 下 18 )は〕大法切(;Jt持羽田).

(&)辺(莫F玄キ登記;主sJi'1迭も 叫ム12.)は1宜野¥>.11(来静同国)1昼過.づ 32.2.6・3

(?) ，)共(株主主羊ta亀也剰接ぇ間百，~典 1/2.上 17 )は〕イ也典、'"(.i.主銑l句四)説文官青

{れ育実1f.s，~宍づ 3・1-1- 2.2

(10)県(王逸楚詞注目jねた湾也 11-7/下Ir)以〕イも持"27(逢銑同四)県j忍熱風.→

3.1・1・2.2

(11)樺(社、倒礎学昔、特体外感 132.上{， )は〕ゑt，，~い‘煎雨ー).

(12)蹄(社:錦i鎚主主隙蜂持越'13下10)[広]粂宇，j"..，(ゆ同一).*講広〕

え持切(叫傍岡田). .f. I!' l青真」 萱」

(13)意 (設え官吏J~披も S8/ 下 /f， )は〕胡坐均(匠生え岡田)宮克.

(\4)月実(牛~，維欣1肺炎主主 /'1-5上3) 以〕謙玉虫切(渓波l羽田)

(ω 大(牛丈，ht~合穴持仏/ヂ〉じ広]胡決切ぽン費岡田)窓-It. f早大…， づ3-1-2・1.8

(Ib)崎(宇林8 ，1有念は也 226下8)凶〕於縁切(!.!イ↓会田)十首長比もづ 3.2.2.6.3

(11) .日(説文官長*1，はも蔓筑宇林田，fJi令怠も 251上/チ)[広)~f. (16) → 3.2.2.6・3

支失 摂

青 捺 v南

寄 {早尭煤1)

才キミト 兵グ

i芳 手尭幸jの

端 青周3弓
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唐代南方音の一様相

TJ周 斗

iま イも主主Jヒ イ也、t， Ii少ω サ土弔超の
発胡主体i主、lζij:.;>'i'
t::l足利-*"之偽、お批

イt尭担t イも弔 i:Jl 

在2

~tt 

メρ主ヲ i主凋虫周 大島月:JLb) {えま合持ュ

大Jfyf を♀ 役了著 7) 茶害おl8)

供用;， lJl 

達用;， >'Bl 

見 ま又鳥:M~

ま又了。罪F 。λaJt"賜')'1れ

辛 カ彫 l事 カ、~ jま

。よ来 セ3メ司kS 7) 。J乞官主 F来:，1ミ{れ

青i室料 品全

カ凋。現。 す了 J 。 j玄官賞「見ド1F~

すJfW 5琴 ;fll) 

すイ未 家 つ与11)

す科(よヂ}

{~ 生。耕作t，13)

キ青 ネ且了 、果的

{ゑ 主主尭 峰、iの
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、L二、 先取VJk 
す請。楠 。広報r楠，1ミ1'ri>

ノ月々← '1 2 
ト

Jt セ尭渋川Il

イ尭1(，)

工期f 長

主主 工叫 j尭

E 胡丁 品2い1)

号j 、L尭 4-1り 、~，~ 1J 九弔交

於尭 A萎 於鳥守 -'l7 ザ叉ピ 2 

(1 )煤(説丈E燥大飛也 I?打 10)同〕育毛均(守す同国)飛火 →3-2-2.6-4-

(2)ー彰 ( mu主i主体え百雪之金者hあ /7円 15)(却す主主切(宅n同国)君主長丸一 ~ 

3.2・2-(，.4

(3)彰(劉兆百十軒宇も桝?下/0)は]掠持切り幸宵|存l~.) 彰杉長、住之jも，→ J2.2-6A

(4) 砂 (草屋lH少棒庁長tt268下6)【広〕亡jb宇(B.月，トl司四).* B3l弘]イ也弔切(，遺骨i泊四1

(5)超(杖ご鳥越飛越 81?ム心L副主丈'f'-/J(il止す同三)託丈'El1J~也日 づ3-H2.2，

32.2-6・4

(1，) JPl (説j:，s..月3tll争ゐ月え画才セ 2.0/下/0)[広〕土了切(主主篠l何回)月行主主d渦;d-.→

H2H 

(マ)芝 ( /1/ τ/d 凶]徒耳~f切(定着|靖国)， < .A"AAdll北切い又す〉

(8)おも (渓えS{北本H切手セ寺十Eおk舟~~戦平5X雪之 見?上If)は]ロ土用3り(主主斉l帝国〉

W:A愛 2 イえすもø( 定篠岡田)抗戦亦~車，[-\l:j

(?)時(丈字百騰琢刈治犯/伴下/併)[却方品切(，*-&1前四)地主夢、t 主主』切渠皇制

(10)楓(松‘棋3日楓波;似同事令〔え〕守系気立26上20)C広〕才卒、切(未丸、l司三〕又
国」オ救切(ネ宥尚三)

(11)浮(;豹鉾l、水Z件付上/7)(却系箭切(卒藷i荊"")

(12) ，1琴(ヰ弐、，j琴+.草令老tu主行 ml.8)c止J;t~骨1>/i (t~岩岡田)又オギw
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111代南方音の一様相

(13) 1~l ¥字菩百{兆車E也 ω上11)は]ロ土彫切k主主斎岡田)車的l. ~ 31122 

CI的 j呆草湖ムノ毛糸 /?2下2.) [広〕手|、tJ7¥ ;j骨小岡田hドム づ 3226-4-

(15) J，~， ¥ l.新生百↓、官4失事也 27よ/3)凶]日午、堂、切qttl羽田)ば成 づ 32.2b・4

(lb)イ克 k牛士'J官、各l↑支伴{午宇鈴キロ軒下7) [広).1L耳炉~\主主 I1柑=)。行款ーじ広〕 古え坊

lλ希同四〉

(1り要(キ夫、委主門乎天Zふ 1.j.2下13)出〕於't-切L未511前田)体主事草i..-， .x.於笑切

→ 32-2-(，+ 

枝 摂

す悶 迫間 径開 錫開

寄 音壁索

i歩 ヰ丁穎 キl.."1!K 

匹本頼

Jt 歩.í~も

\l~ 莫、短{枠} 莫〉令若 寸二s:. 広見

莫i令 j冥 す克棋

" 5B 
ム

戸I

{士冥)

時 都主主定 者H火兵少 1)

。広報 γ札l三ih すめ蒔

写

草合

まえ心
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i主 ロ上 J令 j了 イセ宅 主主3) {也歴才南

庭〉令官了 ロ土定 j端乱 S) {救の

上:tJく摘

。広1r~恥 'if!> イ也秋 81長

持b)

ノ持仁ヲ す 3毛 主主 iえ鼎まえ o Jt1責 r~}'fF;' す詩文。ti

すよf"# i主鼎誕 す萱ト霊j

青誕百了

)'X ... 乃丁斡 か;令 j専2(AI) 支又定浮 乃官会 主、

女又hタ ，I'$~ 

辛 カ丁 ヰヨ記 未時事墨

イ令、 す歴十'*

カ品豆 .J;令 石:f

才廷宇令 。広報可紫J1ζih J裏

す本寺令3("'1) すι空白筆

よ令

耳令

オ 且歴 zまの

す戚 Ao)jえ

，1::、 オ「銭キキ2~企 1)

す材て特
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タ司 撤激土日

b
t
r
 

ψ
z
F
 
説広

-
立
。
川

鼎

冷

品

川

公

降、反hnA
 

4中
U

H

員

成

直

工 j款鳩

"1-1火手足10)

す月豆 t幸

すかJ Y亙

i~ 

青令 ~令 1エill.~、 錫令

A すうち烏 2判) 古Jt 4ま11)

J虫、主石造12)

-t-~ 耳火|の

直 す斐(峰}

j受的

(J)約(宇幸百五台亦め字も…鈴王手{敦也 l/-88下10)C本]於吟均(邪薬l前三)ス於笑切.

長官争体]都墨切(端生息同国)

(2)銑(*"5ド室主箭え也筆陣冒銀足キT珂銭也'122下2.) (広〕岩rl-t.タ(端奔l羽田).
味鏑 E忌]者F摩了切(域全側冒).

(3)廷 ( ~楳{童美遇Ki.;主也 '12上 8) 凶〕徒f~均(定f塁|唱団)朝主主.. 5l.特T;，.>7(えす

岡田) 寸3-¥-2.1-4-

(4)イ款(干p:文E 体iti:t.1歯非常も 115下7)臼J，l[，六切(..t，昼間三)。吋周凶〕イ也君Zゅ
(透錫|泊四〕

(5)淵(漁浸小水貌也/1円1，)副都誕切(端i息阿国)沸浮p比，
(b)持(誌丈百持取也且n下10)[広〕者Vl;，.>7(端斉州国)又 'u:例切(像糊]三〕
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(7) ，，'責 L設え胃品主不よ者育石也 8チ下15j [Aj七迩-t.-?¥..;，青昔i羽田)-'"少品主，→ 3・2.16・z
l~) t!丈 L ヰ扶銭其~t 2b6ム/1 ) l広]胡J大切l(主主与i同国)

(7)畑 L牛丈， li):問嫡的平泉 23y下/S)IAJ r士凡古l!i切(え週~四)久明丸 ~}2.F/ 

(10)未完 u置雅守主主手もむ下i3) (広〕吟J::'-Ql 1え生:.J;，~ト四).t也 づ 3・2.2・7

(11)様(評定百精受取貌 837下'/)は]局イ主切(えれと)又制約L版ド〕

(12)措(び大E錆室戸H'試王支-'Iz. 726下1)(広]古4孟切，JL枚令ι〕

(13)耳大(蒼;¥lA;B鯛 9]也、王i名目歌えも 秋興畑|司 Jy/下17)は〕古宇切(点取持]ニー).

味3l c広Ji，週切 tえ~令国) c十F某t責」

(同)漠 ( ;ij'fi)そトフiく，~也 //1下/';)は]、y，，~均 d)~令聞). *柴 E広〕ア為"2'(直音令国)

cf. ..革主主」

成、摂

j本ー 本 ヰ手 ，)、占

主品 丁EE 再

者Hf.l占

。広報";，I;，I'ih
了牒 ah歩

i主 イ也*'。団主 b土王占 玉:w1) w土協帖

A少t. T7，ト舌 ムlを iえ協豆草

t走t~世 イえ費支 エ平

。広報ト草)'1'れ 0，1ネ

主義の

ミ本

九 ま又?革 、鮎 --t<.頬揖

女ぇ協(搭J

(構)

キ 理，t崎3)
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唐代南方音の一様相

キ青 ネ足時 j失

1也、 蘇十品 E案。

手 止孟念去の

j主 苦兼ロ手!，) ロl，1革2(AI) 走L想 Jト匡

ロ突頁 萱

苦協文7)

33FL〉そ 。Jttit本)'jh 於想 -uえ
j京8)

、島牒容の

(1)鵠 (綿毛主吐舌紋/仰下18)c広〕イ也尉切(迭談l前一)ロ土舌也，又法聾切

(2)主義(試丈百主義路也 73下?)C止〕λ親切(娘変|柑三nt也ー 。
(3) ，時(車F玄)司栓注目，~昔、花也、 233上主〕は]菩華切 u長手同国)。特丸兼は〕草~ot切

(Al添岡田)

(4)蝶(牧、議球'13下'1)凶徒十ゐ切(刻、以前田)

(~)良(説，Y.Bゑ火t也 S76Jo 18)は〕以終切(ヰ益岡田)火幸也.→ 3・2-2-(，-6

(6)味(卒土;敬は金之、思味付令川下s)(広〕寺草切(i主本l副四〕。者三味凶1-t示切

l ).l添|前田)

(り ま ( 1'-骨折l;.zop必えまる為替也 2S7下立)は]、君、及切(及、4雪崩三〕

(~)厭(麻樹t也 2bS下，，)凶]於葦切(景Jtl荷百〕原:伏づ 3・ 2 ・ 2 ・ 4 ・ 4

(?)宰(説文百号:-:}td喜也口上12)は〕於葉切(辛j葉岡田)持制t持も寸 3-2261，
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